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㜰ᗓ❧ᏛᕤᏛ◊✲⛉࣭ᕤᏛᇦ ᩍ⫱⌮ᛕ㺃┠ᶆ 

 

 

大阪ᗓ❧大学大学㝔ᕤ学研究⛉࡛は、ᕤ学域かࡽ継⥆する教育を⾜ࡗていることかࡽ、教

育理ᛕ・┠ᶆをࡑれࡒれにษり㞳してᥖ♧す࡛ࡁないとの⪃࠼の基に、ᖖにᕤ学域の理

ᛕをྠにᥖ♧することにしている。 

 

基本理ᛕ 

大阪ᗓ❧大学大学㝔ᕤ学研究⛉・ᕤ学域は、⛉学とᢏ⾡の⼥ྜ࡛࠶るᕤ学の㡿域におい

て、真理の᥈究と知の創造を重視し、自↛⎔ቃとㄪする⛉学ᢏ⾡の㐍ᒎをᅗり、ᣢ⥆

ྍ能な社会のⓎᒎとᩥ化の創造に㈉⊩することをࡑの基本の理ᛕとする。 

 

ᩍ⫱⌮ᛕ 

大阪ᗓ❧大学大学㝔ᕤ学研究⛉・ᕤ学域は、この基本理ᛕのもと࡛教育・研究をᐇ㊶し、

人と社会と自↛に対するᗈい視㔝と῝い知㆑をもࡕ、㇏かな人㛫性㸪高い倫理観、高度

の専門能力をවࡡഛ࠼、ᕤ学における重せなㄢ㢟を主体的にㄆ㆑して問㢟のゎỴに努め、

社会のⓎᒎ、⚟♴のྥୖおよびᩥ化の創造に㈉⊩࡛ࡁるᢏ⾡⪅・研究⪅を育成する。 

 

ᕤ学域においては、ᖜᗈい⥲ྜ的知㆑およびᕤ学ศ㔝の専門知㆑に基づࡁ、┤㠃するᕤ

学的問㢟をㄆ㆑し、評価し、ゎỴする基本的な能力をᇵい、創造性とಶ性をఙࡤし、㇏

かな教養と高い倫理観の࠶る人ᮦを育成する。 

 

ᕤ学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬においては、ᕤ学ศ㔝のᗈ⠊な専門知㆑の教授と研究ᣦᑟを㏻

して、基本的研究能力と問㢟ゎỴ能力をᇵい、自ࡽ知的㈨⏘を創造し、᪂㡿域を開ᣅ࡛

 。る人ᮦを育成するࡁ

 

ᕤ学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬においては、ᕤ学ศ㔝の高度な専門知㆑の教授と研究ᣦᑟを㏻

して、自❧して研究活動を⾜い、ࡑの成ᯝを⥲ྜ評価する能力をᇵい、᪂しい知㆑を体

⣔化し、ඛᑟ的なᕤ学㡿域を創生࡛ࡁる人ᮦを育成する。 

 

教育┠ᶆ 

ᕤ学域においては、ḟの㡯┠をල体的な㐩成┠ᶆとする。 

 

㸯） ᢏ⾡⪅・研究⪅の⣲養として重せな基♏の学問をᗈࡃ学び、ࡑれを基に≀をከゅ

的にศᯒし、ᰂ㌾に⪃࠼ᚓる能力をᇵ࠺。 

２） ⛉学ᢏ⾡ࡀ人・社会・自↛にཬࡰすᙳ㡪をᢕᥱし、ᢏ⾡⪅・研究⪅ࡀ㈇ࡁ࠺㈐௵

をㄆ㆑して高い倫理観に基づุ᩿ࡃ・⾜動ࡁ࡛ࡀる能力をᇵ࠺。 

３） 専門ศ㔝の学⾡を高度に習ᚓして、┤㠃する問㢟のゎỴに活⏝する能力をᇵ࠺。 

４） ᪥本ㄒ能力、ㄽ理的グ㏙力、እ国ㄒ能力、Ⓨ⾲能力、࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシࣙࣥ能力をᇵ
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 。࠺

㸳） ┠的を㐩成するために創造的、ィ⏬的にを㐍め、ࡲとめるࣥࢨࢹ能力㸦創造

的能力）をᇵ࠺。 

㸴） ᖖに自主的、継⥆的に学習࡛ࡁる能力をᇵ࠺。 

 

ᕤ学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬においては、ḟの㡯┠をල体的な㐩成┠ᶆとする。 

 

㸯） ᢏ⾡⪅・研究⪅として社会に㈉⊩するឤ、ᢏ⾡ࡀ人・社会・自↛にཬࡰすᙳ㡪

について῝࠼⪄ࡃるጼໃと㈐௵ឤ、高い倫理観の࠶るุ᩿力をᇵ࠺。 

２） 社会のኚ化と⛉学ᢏ⾡の⃭しい㐍Ṍに主体的に対ᛂ࡛ࡁるᖜᗈい視㔝、基♏学力お

よびᰂ㌾なᛮ⪃力をᇵ࠺。 

３） 専門ศ㔝の基♏的知㆑・ᢏ⾡およびࡑのᛂ⏝力を育成し、問㢟ゎỴのために⊂自の

Ⓨ࡛ㄢ㢟を᥈ồする能力と研究を㐙⾜する基本的能力、ࡑして知的㈨⏘を創造する

能力をᇵ࠺。 

４） ᪥本ㄒ能力、ⱥㄒ能力のྥୖをᅗり、会話・ㄞゎ能力、学⾡ㄽᩥࡸᢏ⾡㈨ᩱのㄪᰝ・

ศᯒ能力なࡽびに学⾡ሗ࿌・ㄽᩥのᇳ➹能力をᇵ࠺。 

㸳） 自ࡽ㐙⾜した研究の成ᯝをㄽᩥとしてࡲとめる能力、学会・研究会➼࡛Ⓨ⾲・ウㄽ

する能力をᇵ࠺。 

㸴） 学㒊学生に対する₇習・ᐇ㦂の教育⿵ຓのᐇ㊶を㏻して、教育研究ᣦᑟの基♏的能

力をᇵ࠺。 

 

ᕤ学研究⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬においては㸪ḟの㡯┠をල体的な㐩成┠ᶆとする。 

 

㸯） ᕤ学における重せなㄢ㢟を主体的にㄆ㆑するとともに、ᬑ㐢的価್の࠶る問㢟をᢳ

ฟし、ศᯒ・⥲ྜ・評価することによࡗて、᪂しい知㆑を体⣔化する能力をᇵ࠺。 

２） ඃれた学⾡ㄽᩥをᇳ➹するとともに、国内እの学会、国際会㆟においてㄽᩥⓎ⾲・

研究ウㄽする能力をᇵ࠺。 

３） 自ࡽの専門ศ㔝を῝ࡃ᥈ồするにとࡎࡽࡲ、ศ㔝の研究とᢏ⾡にᗈࡃ┠をྥけ、

⊂創的な⛉学とᢏ⾡を開ᣅし、᪂たな学問㸪ඛᑟ的なᕤ学㡿域と᪂つ⏘ᴗをษりᣅࡃ

能力をᇵ࠺。 

４） ␗ᩥ化に対する理ゎとࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸫シࣙࣥ能力のྥୖをᅗり、国際的に活㌍࡛ࡁる

能力をᇵ࠺。 

㸳） 学㒊および༤ኈ๓ᮇㄢ⛬の学生に対するᐇ㦂・研究の教育研究⿵ຓのᐇ㊶を㏻して、

教育研究に対するᣦᑟ能力をྥୖさせる。 

 

基本ጼໃ 

大阪ᗓ❧大学大学㝔ᕤ学研究⛉・ᕤ学域は、ୖグの理ᛕ・教育┠ᶆを㐩成するための基

本ጼໃとして௨ୗのⅬに努める。 

㸯） 基♏研究とᛂ⏝研究をㄪさせて᥎㐍࡛ࡁる研究⤌⧊を構築し、構成員の能力を༑

ศⓎ࡛ࡁる研究⎔ቃを保証し、国際Ỉ‽の研究の᥎㐍に努める。 
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２） 学問の自由と人権を守りつつ、高い倫理観に基づいた教育・研究を保証する評価シ

ステムを構築し、教育研究活動を活性化させる運営に努める。 

３） 教員は、対話による教授を重視し、高度に専門的な知の継承を促す教育に努め、学

生は、自学自習を基本として、主体的かつ創造的な研究能力の涵養に努める。 

４） 真に開かれた大学として成長をつづけるために、国際交流はもとより、国内および

大阪を中心とする地域社会との連携を強化することに努める。 
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　岩 田　ᨻ 司 　岩 㷂　智 宏 　岡 本　尚 樹 　山 田　亮 祐

　Ⲷ 野　博 ᗣ 　㰺 藤　 㷍 　ᚨ 本　ຬ 人

　小 西　ᗣ 裕 　津久井 茂 樹　

　武 藤　明 ᚨ 　௰ 村　英 也

　安 田　昌 ᘯ 　野 村　俊 之

　⥥ 野　哲

　井 上　博 史 　井 上　博 之 　上 ᮡ　ᚨ ↷ 　石 井　悠 ⾰

　岩 瀬　ᙲ 宏  ※
⯆ 津　健 二 　௰ 村　㱟 介

　㔠 野　Ὀ 幸 　℧ 川　㡰 ᗤ

　㧘 橋　雅 英 　ᚨ ␃　㟹 明

　中 平　ᩔ 　成 澤　雅 紀

　 　宏 　堀　 　史 ㄝ

　ᮾ　 　健 司 　∾ ᾆ　理 恵

　森　 　茂 生

　ዟ 田　ಟ 一 　秋 吉　ඃ 史 　ఀ 藤　᠇ ⏨

　Ἑ 村　裕 一 　川 ཪ　ಟ 一 　Ύ 田　俊 治

　谷 口　良 一 　田 中　良 晴 　小 嶋　ᓫ 夫

　ྂ 田　雅 一 　松 ᾆ　寛 人

　宮 　広 幸

ᛂ
 
用
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※༳ࡢ教ဨࡣ博ኈᚋᮇㄢ⛬ࡢᣦᑟ教ဨ
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専 攻 分 野 教   授 准 教 授 講   師 その他

 ☆ 東　久雄

 ☆ 杉山　吉彦

 ☆ 大久保　博志

田中　秀和 福田　浩昭

（高等教育推進機構） （高等教育推進機構）

 ☆ 寺井　弘高

（国研)情報通信研究機構

 ☆ 韓　礼元

（国研)物質・材料研究機構

 ☆ 村上　浩

　　（パナソニック）

 ☆ 金田　北洋

　　　（キヤノン）

松井　利之

（21世紀科学研究機構）

☆印は客員教授

数
理
工
学

分
野電

子
・
数
物
系
専
攻

別表（大学院連携教員・客員研究員・非常勤）　（平成２８年４月１日現在）

航
空
宇
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系
専
攻
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宇
宙
工
学
分
野
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能
情
報

工
学
分
野

物
質
・
化
学

系
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マ
テ
リ
ア
ル

工
学
分
野

電
子
物
理
工
学

分
野

電
気
情
報

シ
ス
テ
ム

工
学
分
野

電
気
・
情
報

系
専
攻
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　専　　攻 　標準履修課程

　量子放射線系専攻 　量子放射線工学

　マテリアル・環境材料

　マテリアル・エネルギー材料

　物質・化学系専攻英語

　物質・化学系専攻 　応用化学 　無機系材料設計

　化学工学 　有機系分子設計

　マテリアル工学 　資源循環科学・工学

　環境・エネルギーシステム

　電子・数物系専攻 　数理工学

　電子物理工学

　電気・情報系専攻 　電気情報システム工学

　知能情報工学 　電気・情報系専攻英語

　流体工学

　計測制御

工

学

研

究

科

　環境・エネルギーシステム

　航空宇宙海洋系専攻 　航空宇宙工学 　構造設計

　海洋システム工学 　流体工学

工学研究科の標準履修課程とオプションコース

　機械系専攻 　機械工学 　機械システム工学

　エネルギー機械工学

　構造設計

　オプションコース(博士前期課程)

　経営情報工学

　機械系専攻英語

　航空宇宙海洋系専攻英語

　応用物理学

　電子・数物系専攻英語

　計測制御
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Ⅱ 履 修 要 項 
 

大学院工学研究科には博士課程が置かれ、標準修業年限２年の『博士前期課程』及び標準修

業年限３年の『博士後期課程』とに区分されている。 

最長在学年数は、『博士前期課程』においては４年、『博士後期課程』においては６年と定め

られている。（休学期間は在学期間に算入されない。） 

その他、履修に関する必要事項等については、その都度、掲示をするので工学共通掲示板（A6

棟横）で確認すること。 

 

 

１．学年・学期・授業期間・試験期間 

（1）学   年     毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（2）学   期     前期は４月１日から９月２５日まで。 

           後期は９月２６日から翌年３月３１日まで。 

（3）授 業 期 間   前期・後期の授業期間は曜日の関係で変わることがあるので、各年度 

          当初に発表される学年暦で確認すること。 

（4）試 験 期 間    前期で授業が終わる科目の試験はその学期末に、その他の科目の試験は

学年末に行う。この試験の時間割は教育推進課教務グループ（A3棟）か

ら掲示する。ただし、必要に応じて随時試験を行うことがある。 

            ※詳細は、学年暦に記載。 

                    （学年暦は、毎年発行する時間割、受講申請の手引および大学HPに記載） 

 

２．履修科目とその単位 

   博士前期課程及び博士後期課程の履修の科目は第１表に示すとおりである。 

各項目の単位の算定は、講義については15時間、演習は30時間、実験は45時間をもってそ

れぞれ１単位とする。 

 

３．受講申請 

  各分野の標準履修課程のほかに、複数の分野や専攻に亘る科目から構成されるまたは英語に

よる授業だけで修了できるオプションコースおよび博士課程教育リーディングプログラムコ

ースを設定している。オプションコースを希望する者は、受講申請前に指導教員の承認を得

ること。 

  受講申請については、学年初めに教育推進課教務グループ（A3棟）から案内するが、次のこ

とに注意し、学内端末機及び学外のPCによりWeb申請すること。 

（1） 申請期日後の受講申請あるいは受講科目の変更は許可されない。 

（2） 既に所定の単位を修得した科目は申請できない。 

（3） 不合格になった科目を再度履修する場合は、翌年度以降再び受講申請しなければならな

い。 

（4） 同一時限に２科目以上を重複して受講申請することはできない。 

 

４．成績及び単位の修得 

   履修科目の成績は、担当教員により評価され、評価の方法は担当教員に一任されている。 

科目毎に100点を満点として評価される。60点以上を合格とし、所定の単位を認める。 
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60点ᮍ満の場合は不合格となり、単位をྲྀ得できない。履修科目の合格、不合格は、前期及

び後期の定期試験終了後、教育推進課教務グループ（A3棟）が指定する時期に、学内端末で

༳ๅし確認できる。履修科目の成績を学外に発表する場合は、㸿㸩、㸿、㹀、㹁の評語を⏝

いる。 

㸿㸩（100㹼�0点）、㸿（��㹼�0点）、 㹀（��㹼�0点）、㹁（6�㹼60点） 

  また、ᮏ学工学研究科以外で修得した単位の認定については、教育研究上᭷┈な場合は次の

とおり認定することがある。 

�1�   入学前に他の大学院でྲྀ得した単位については、10単位を㉸࠼ない⠊ᅖ。 

�2�   ᮏ研究科に在学୰に他の大学院（ᮏ学他研究科をྵࡴ）で修得した単位については、

10単位を㉸࠼ない⠊ᅖ。 

�3�   ᮏ研究科博士前期課程に在学している者が、学㒊科目を履修した場合、専攻が認める     

限り修得単位として認定するが、修了㈨格所要単位には算入しない。 

�4�  ᮏ研究科博士後期課程に在学している者が、学㒊ཪは博士前期課程の科目を履修した場

合、専攻が認める限り修得単位として認定するが、修了㈨格所要単位には算入しない。 

�5�  博士課程教育リーディングプログラムコースの学⏕が学位プログラムの科目（1�2年次

㓄当の講義科目に限る）を履修し修得した単位については、10単位を㉸࠼ない⠊ᅖ。 

    ただし、上記（1）（2）については、教授で認められた場合に限る。また、（1）（2）（5）

を合わࡏた場合も10単位を㉸࠼ないものとする。 

 

５．成績評価についての␗㆟申し❧て 

  当ヱ期の成績評価について、次の場合に限り␗㆟を申し❧てることができる。 

 ձ成績のㄗ記入等、᫂らかに担当教員のㄗりであるとᛮわれるもの 

 ղシラࣂス等により࿘▱している成績評価の方法から、᫂らかに評価方法等について義があ  

  るとᛮわれるもの 

（申し❧ての方法） 

  ␗㆟申し❧てを行う場合は、定められた期間内（掲示する。）に授業担当者ཪは教育推進課教 

  務グループ（A3棟）に申しฟること。 

 

６．学位の申請 

  次のいࡎれかにヱ当する場合は、学位ㄽᩥをᥦฟし、学位を申請することができる。 

 

（博士前期課程） 

�1�  ２年以上在学し、必修単位をྵ31ࡴ単位以上を修得した者（第１表履修科目注ཧ↷） 

�2�  学年末で在学２年に㐩する者で、必修単位をྵࡴ 31 単位以上を修得できるぢ㎸ࡳの

者。ただし、在学期間に関しては、ඃれた業績を上ࡆた者と研究科が≉に認めた場合に

限り、１年以上在学すれば㊊りるものとする。 

 

（博士後期課程） 

�1�  ３年以上在学し、必修単位をྵࡴ 1� 単位（博士前期課程を修了し、引き⥆き後期課

程に進学した者にあっては、通算4�単位）以上を修得した者。�第１表履修科目注ཧ↷� 

�2� 学年末で在学３年に㐩する者で、必修単位をྵ1ࡴ�単位（博士前期課程を修了し、 

       引き⥆き後期課程に進学した者にあっては、通算4�単位）以上を修得できるぢ㎸ࡳのあ

る者。ただし、修士の学位を᭷する者と同等以上の学ຊがあると認められた者が、後期

課程に入学した場合の在学期間に関しては、ඃれた研究業績を上ࡆた者と研究科が認め
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た場合に限り、１年以上在学すれば㊊りるものとする。 

  また、博士課程の在学期間に関しては、ඃれた業績を上ࡆた者と研究科が認めた場合に

限り、この課程に３年（博士課程または博士前期課程に２年以上在学し、当ヱ課程を修

了した者にあっては、当ヱ課程における２年の在学期間をྵࡴ）以上在学すれば㊊りる

ものとする。 

 

（博士課程教育リーディングプログラムコース） 

博士課程教育リーディングプログラムコースの学⏕の教育課程、修了要௳はูに定める。 

  

㸵．学位の授 

  学位を申請した者には、ㄽᩥᑂᰝ及び最終試験が行われ、これらに合格した者に課程に応じ

て修士（工学）または博士（工学）の学位が授される。 

  博士課程教育リーディングプログラムコースの学⏕については、研究科が認める場合、修士

ㄽᩥのᑂᰝ及び最終試験に合格することに௦࠼て博士ㄽᩥᇶ♏ຊᑂᰝの合格を修了要௳とす

ることができる。 

 

㸶．教育⫋員ච許≧ 

  教育⫋員ච許≧をྲྀ得しようとする者は、教育⫋員ච許法の定める単位を修得しなければな

らない。 

   （詳細については、教育推進課教務グループ（A3棟）にၥい合わࡏること） 

 

９．通機関の㐠行Ṇ等にకう授業のྲྀりᢅいについて 

  �1�  ༡ᾏ㧗野⥺が㠃ⓗに㐠行をṆしたとき、または㹈㹐㜰⥺と༡ᾏᮏ⥺が同時に㐠行

を㠃ⓗにṆしたときは、授業を行わない。 

   �2�  㹈㹐大㜰⎔≧⥺と大㜰ᕷႠᆅୗ㕲が同時に㐠行を㠃ⓗにṆしたときは、授業を行わ

ない。 

ただし、（1）、（2）について༗前㸵時までに㐠行を㛤始したときは、ᖹᖖおり授業を

行い、༗前１㸮時までに㐠行を㛤始したときは、༗後の授業を行う。 

�3�  大㜰ᗓに≉ู㆙ሗ、またはሜᕷにᭀ㢼㆙ሗが発௧されたときは、授業を行わない。 

   また、いࡎれにおいても༗前㸵時の時点で㆙ሗが発௧されているときは、当日༗前の授

業を行わ１、ࡎ㸮時の時点で㆙ሗが発௧されているときは、当日それ以降の授業を行わ

ない。 

  （注意事項）≉ู㆙ሗ、ᭀ㢼㆙ሗが発௧された時は、⮬らの㌟のᏳを最ඃඛに行ືし

てࡃださい。 

�4�  学外実習は担当教員、他大学との単位は科目㛤設大学の指示による。 

�5�  その他必要がある場合は、ูに定めて掲示する。 

    

１㸮．ಖ㝤のຍ入について 

  学⏕教育研究⅏ᐖയᐖಖ㝤（学研⅏）および学研⅏ᖏ㈺ൾ㈐任ಖ㝤（学研㈺）またはそれ

らに௦わるもの（大学⏕༠等）にຍ入すること。 

  （詳しࡃは、学⏕課学⏕࣏ࢧーࢺグループにၥい合わࡏること） 
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博 士 前 期 課 程 

 

－ 教育目的・教育目標 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機械系専攻（博士前期課程） 

教育目的 

機械工学全般にわたる幅広い学理・専門知識を身につけるとともに、機械システム、エネルギ

ーシステムの高度機能化・知能化・高信頼性に関連した課題に対する問題解決および研究に関す

る基本的な能力を修得するための、専門知識の教授および研究指導を行う。また、修得した能力

を基礎として、国際的な視野と感覚を持ち、人間としての倫理観を備え、人・環境と共存・共生

できる機械技術、機械システムの発展を目指して、学際的な領域を含む幅広い分野で活躍できる

能力を持った機械技術者・研究者の育成をする。 

 

教育目標 

１．機械工学全般にわたる幅広い学理・専門知識を身につけるとともに応用力を育成し、計画的

に活動できる能力を修得する。 

２．機械システム、エネルギーシステムの高度機能化・知能化・高信頼性に関連した課題に対す

る問題解決および研究能力を修得する。 

３．国際的な視野と感覚を持ち、人間としての倫理観を備え、人・環境と共存・共生できる機械

技術、機械システムの発展に貢献できる能力を修得する。 

４．機械技術および学際的な領域を含む幅広い分野で活躍できる能力を修得する。 

５．機械技術者・研究者として必要な日本語および外国語によるコミュニケーション能力を修得

する。 

６．学術論文や技術資料の調査・分析能力ならびに学術報告・論文の執筆・発表能力を修得する。 

 

航空宇宙海洋系専攻（博士前期課程） 
教育目的 

博士前期課程では、総合工学に関する基礎学力、および総合的に物事を考える能力を育成する。

また、社会的倫理観を養い、国際社会においても活躍できるための自己表現力をつけ、幅広い分

野で活躍できる創造性豊かな指導的役割を担う人材の養成を目指す。航空機・宇宙機・船舶・海

洋構造物等に関するシステムの開発（計画・設計・製造・運用・評価）、ならびにその利用にかか

わる総合工学分野の先端的教育研究を行い、全地球的な視野から人類の持続可能な発展と地球環

境の保全との調和を目指し、高度の創造性、総合性を有し、国際的視野をもって指導的役割を担

う、研究開発型技術者・研究者を育成することを目的とする。 

 

航空宇宙工学分野 
教育目標 

１．航空機・宇宙機の開発（計画・設計・製造・運用・評価）・ならびにその利用にかかわる専門

的知識を教授する。 

２．航空宇宙工学分野の研究能力と問題解決能力を育成する。 

３．地球環境システムについて深く理解し、自然環境と人間活動との調和を基調とする視点に立

って、総合的判断能力をもつ先導的な人材としての能力を育成する。 
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４．幅広い基礎学理にࢀࡉた高い創造性とᰂ㌾性をもつ、国際的に㏻用する技術者・研究者

を養成する。 

５．技術㠉᪂にᣮᡓし、可能性をษࡾ開く能力、⢭⚄を養成する。 

６．人類、社会の㔜要課題を全地球的な視野からᤊえ、問題ᥦ㉳、解決する能力を養成する。 

 

海洋システム工学分野 
教育目標 

１．ࠝ倫理観ࠞ 

人間活動の持続可能な発展のᅾࡾ᪉について考え、海洋に関わる技術者として自覚する。⛉

学技術ࡀ人・社会・自然にཬࡰすᙳ㡪をᢕᥱし、技術者・研究者ࡀ㈇うき社会の貢献と

㈐௵をㄆ識して高い倫理観に基࡙く判断・行動ࡀできる能力をᇵう。 

２．ࠝ表現力ࠞ 

国際社会で活躍できる広⠊な視野をもつと共に、日本語能力、ⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、会ヰ・

ㄞ解能力、学術論文や技術資料の調査・分析能力ならびに学術報告・論文の執筆・発表能力

をᇵう。 

３．ࠝ問題解決能力ࠞ 

海洋に関わる自然および人工システムに関する基礎の学問を広く学び、そࢀを基に物事をከ

ゅ的に分析し、調和のとࢀた解を導くための⤫合化力を養い、┤㠃する問題を解決する能力

をᇵう。 

４．ࠝ創造力ࠞ 

海洋システム工学における基礎的知識・技術・⤫合化力を㥑して、海洋に関連する᪂しい

システム・知的資⏘を創造する能力をᇵう。 

５．ࠝ指導力ࠞ 

海洋システム工学に関する専門的な研究を㏻して研究者ྠ士の༠調性を養い、工学技術分野

における専門的な指導能力をᇵう。 

 

㟁Ꮚ・ᩘ物系専攻（博士前期課程） 
教育目的 

現௦工学全般の᰿ᖿをなすᩘ理工学および࣋ࣀーション立国の基┙となる㟁Ꮚ物理工学の基

礎と応用に関する知識と展開力を༑分に修得し、社会貢献のと工学倫理を身につけた高度

技術⫋、専門⫋、研究⫋の人材育成ᣐ点たることをめࡊす。 

博士前期課程では、ᩘ理工学分野と㟁Ꮚ物理工学の⊂自領域、境⏺領域、ࢧࣀࢼエンスな

᪂しく生まࢀた学問領域の研究をいち᪩くྲྀࡾධࢀた教育をຠᯝ的に᥎㐍し、ᰂ㌾な発力、ṇ

☜な分析力、豊かな総合力を備えた人材を育成し広く社会に貢献することを目的にする。 

 

ᩘ理工学分野 
教育目標 

㟁Ꮚ・ᩘ物系専攻では、ᩘ理工学分野と㟁Ꮚ物理工学分野に基礎を⨨き、自然現㇟や社会現㇟

をᩘ理的ࣔࢹルによって解᫂し、その⤖ᯝを工学的に応用するための知識と研究開発能力、また、
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物性物理・༙導య物理に関するᐇ㦂的・ᩘ理工学的解᫂を㐍め、᪂しいエࣞࣟࢺࢡニࢡス・ࣂࢹ

スを創製し高度報化社会をᨭえていくために必要な知識と研究開発能力を身につけた技術

者・研究者を育成する。ྠに高い⛉学者倫理のᾰ養をめࡊす。 

１．自然現㇟や社会現㇟のᩘ理ࣔࢹル化と解析に必要となる応用ᩘ理やᩘ理⤫計学の専門知識を

身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

２．工学の理論的基┙で࠶る解析学、௦ᩘ学、ᗄఱ学なの基礎ᩘ理の専門知識を身につけ、β ࠎ

な問題に応用する能力を修得する。 

３．物㉁の㟁Ẽ的・☢性的性㉁、㉸ఏ導、ග学的性㉁なの解᫂と工学的応用に必要となる物性

物理学の専門知識を身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

４．ྠ期現㇟・࢜࢝スな」㞧な系の解析と工学的応用に必要となる㠀⥺ᙧ動力学の専門知識を

身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

５．研究成ᯝを論文なにまとめる論理的グ㏙能力および発表能力を養成する。 

 

㟁Ꮚ物理工学分野 
教育目標 

１．㟁Ꮚ物性に関する物性評価、 ᐃᡭἲ、理論解析に関する能力を修得する。 

 。スに関する基礎的知識および応用できる能力を修得するࣂࢹ㟁Ꮚࣀࢼ．２

 。ス・材料・評価計 に関する基礎的知識および応用できる能力を修得するࢭࣟࣉ．３

４．専門知識に関連する学術論文なに関して、理解でき、分析でき、ウ論できる能力を養成す

る。 

５．᪂しい知識をయ系化し、研究論文なに執筆し発表できる能力を養成する。 

６．修士学ྲྀ得者に┦応しい㈐௵感、倫理観の࠶る判断能力を養成する。 

 

㟁Ẽ・報系専攻（博士前期課程） 
教育目的 

報ฎ理技術および報㏻信技術の㣕躍的な発展によࡾ、社会はࣟࢢーࣂル化し、高度にネࢵ

と㠉᪂的に⛣行し続けている。㟁Ẽ・報系専攻では、㠉᪂的なた報化社会ࢀࡉ化ࢡー࣡ࢺ

社会構造のኚ化にᰂ㌾に対応し、豊かな報化社会をษࡾᣅくために、㟁Ẽ工学、㏻信工学、

報工学、知能工学、システム工学、་⒪システム工学を基礎とした᭱先端の㟁Ẽ報システム工

学分野および知能報工学分野の教育を行うことによࡾ、高度なシステム設計能力と報活用能

力、幅広い視野と豊かな人間性と高い倫理観を持った国際的に活躍できる技術者および研究者の

育成を行う。工学研究⛉博士前期課程では、㟁Ẽ・報系工学分野の広⠊な専門知識の教授と研

究指導を㏻して、基本的な研究能力と問題解決能力をᇵい、自ら知的資⏘を創造し、᪂領域を開

ᣅできる人材を育成することを目的とする。 
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㟁Ẽ報システム工学分野 
教育目標 

１．技術者および研究者としての幅広い教養と高い倫理観 

技術者および研究者として、豊かな教養と高い倫理観をᇵい、社会貢献と㈐௵について考え

る能力を高める。 

２．コミュニケーション能力と必要な語学力 

技術者・研究者間でのコミュニケーションに必要なࢮࣞࣉンテーション技術を⩦得し、論理

的なᛮ考力、ㄞ解力、グ㏙力を養うことによࡾ、国際社会において必要なコミュニケーショ

ン能力と必要な語学力を高める。 

３．高度な専門的知識と問題解決能力 

㟁Ẽ㟁Ꮚシステム領域、または、システム㸭ไᚚ工学領域、または、報㏻信システム工学

領域とその࿘㎶の研究領域に関する高度な専門的知識を⩦得し、ᐇ社会の問題をㄆ識し、課

題設ᐃを行うとともに、問題を解決する能力を高める。 

４．画・᥈ồ能力および豊かな創造力 

課題に関連する事㡯を自ら調査学⩦し、計画的に課題の解を㏣ồすることによࡾ、基礎知識

の応用能力、問題解決・᥈ồ能力・ᐇ㊶能力を高める。 

 

知能報工学分野 
教育目標 

㟁Ẽ㺃報系専攻の教育理ᛕ・目的のୗ、人間の持つㄆ識、理解、᥎論、学⩦なの知的な能力

をコンࣆューୖࢱでᐇ現し、また、人ࡉࡀまࡊまな報・知識をネ࣡ࢺࢵーୖࢡでᏳ全かつ有ຠ

に活用するために必要な画ീฎ理、࢙࢘ࢺࣇࢯ工学、報ネ࣡ࢺࢵーࢡ、知能システム、࣓ࢹ

ฎ理、知的信ྕฎ理、システム工学、知的報ฎ理、人間報シスࢹ工学、文᭩報࣓

テム、࣐ࢪࢵࣞࢼネ࣓ࢪンࢺ、་⒪報システム、་⒪工学なの教育研究を行う。 

ୖグの専門領域において、௨ୗの目標にᚑって教育をᐇ㊶する。 

１．知能報工学分野に関連した広⠊な専門知識を⩦得する。 

２．課題を᫂☜化し、⩦得した専門知識を用いて課題を分析することで問題解決を行う能力を養

う。 

３．豊かな教養と高い倫理観に基࡙いて社会貢献と技術者・研究者の㈐௵について考える能力を

養う。 

４．ⱥ語の能力を含め、ࣟࢢーࣂル社会において必要となるࢺーࢱルなコミュニケーション能力

を養う。 

 

物㉁・化学系専攻（博士前期課程） 
教育目的 

物㉁文᫂ࡀ᪂しい௦を㏄え、資※・エネルギー・環境ࡀ地球的なつᶍで問題となる୰に࠶っ

て、人類社会の持続的発展には人と環境にඃしい᪂⣲材の開発および有㝈資※の有ຠかつᚠ環的

な活用ࡀ可Ḟでࡾ࠶、そࢀを可能とする᪂しい物㉁に関する⛉学と技術を創造し、地球環境と

調和した豊かな社会の構⠏に貢献する、ඃࢀた高度専門⫋ᴗ人・研究者の育成をめࡊす。↓機物
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㉁・有機物㉁・高分Ꮚ・㔠ᒓ・ࣛࢭミࢡࢵスなを対㇟とし、᪂物㉁、᪂⣲材、᪂材料の創成や

その工ᴗ生⏘のための᪂技術、᪂ᴫᛕの創ฟ、ࡉらに資※ᚠ環を総合的に含む生⏘ࢭࣟࣉスの構

⠏をめࡊした先導的な研究を᥎㐍するための高度な専門教育を行い、豊かな人間性と高い倫理観

を備えた、社会の発展に貢献する人材の育成を目的とする。 

 

応用化学分野 
教育目標 

１．化学に関する高度な専門知識・技術を広く学び、化学技術者として、研究課題を展開ࡏࡉる

能力を養う。 

２．物㉁の構造、応、性㉁をཎᏊ・分Ꮚࣞ࣋ルで理解するために必要な化学の基礎知識と基礎

能力を⩦得する。 

３．化学技術者として必要な日本語能力およびⱥ語能力を養う。 

４．自ら㐙行した研究の成ᯝを論文にまとめるとともに、化学関連の学会・研究会等で発表・ウ

論する能力を養う。 

５．化学ࡀ社会および自然におよࡰすᙳ㡪についてᢕᥱし、化学技術者として社会に貢献する

感、高い倫理観の࠶る判断力を養う。 

 

化学工学分野 
教育目標 

１．化学的、物理的、生物学的生⏘ࢭࣟࣉスや、そࢀらの」合ࢭࣟࣉスの基礎となるྛ✀⣲㐣程

のᖹ⾮論的、㏿度論的な解析力と応用力を養う。 

２．資※ᚠ環を考៖した物㉁やエネルギーの生⏘ࢭࣟࣉスに対する᭱㐺化および設計ᡭἲを修得

 。るࡏࡉ

３．化学工学ࡔけでなく、社会のኚ化と⛉学技術のᛴ㏿な㐍Ṍにయ的に対応できる幅広い視野、

広⠊ᅖな基礎学力およびᰂ㌾なᛮ考力を養う。 

４．修士研究等を㏻して、問題解決のための調査・研究のᡭἲを修得ࡏࡉ、基礎的研究能力を養

うとともに、化学工学の広⠊な問題にྲྀࡳ⤌ࡾ、解決することのできる能力を身につけࡏࡉ

る。 

５．日本語能力、ⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、会ヰ・ㄞ解能力、学術論文や技術資料の調査・分析能

力を養うとともに、自ら㐙行した研究の成ᯝを論文としてまとめる能力、国ෆ外の学会・研

究会等で発表・ウ論する能力を養う。 

６．⛉学技術ࡀ社会および自然環境にཬࡰすᙳ㡪・ຠᯝのきࡉをㄆ識ࡏࡉ、社会に対する㈐௵

感、技術者・研究者として社会に貢献する感、高い倫理観の࠶る判断力なを養う。 

 

 ル工学分野テ࣐ࣜ
教育目標 

１．理工学の基礎としてのᩘ学、物理学および化学を⩦得し、その知識にもと࡙いて専門の学理

を理解し応用する能力を養う。 

２．材料の物理的・化学的性㉁、ᚤ⣽構造、材料合成・ຍ工ἲ、評価᪉ἲを理解する能力を養う。 

３．専門に関する学術・技術報を㞟する能力、および㞟した報を分析・解析する能力を
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養う。 

４．⛉学技術・工学と社会との関ಀを理解し、⛉学者・工学技術者としてᏲるき倫理を身につ

ける。 

５．研究計画を立て、ᐇ㦂と理論を㥑して課題を解決する能力を養う。国ෆ外ࡉまࡊまなሙに

おける研究発表を㏻ࡌてຠᯝ的なࢮࣞࣉンテーションを行う能力を養う。 

６．外国語の研究論文や技術資料の調査、および自らの研究成ᯝを外国語で論文・࣏スࢱー・ཱྀ

㢌発表等の᪉ἲで発信することを㏻ࡌて、外国語での専門的コミュニケーション能力を養う。 

㸵．⛉学技術ࡀ社会や自然にཬࡰすᙳ㡪、および技術者ࡀ社会・環境に対して㈇う㈐௵を理解し、

地球的観点から物事をከ㠃的に考える能力を養う。 

㸶．物㉁・材料に関する⛉学・工学の現≧を理解し、ᑗ᮶の࣐テࣜル工学のࡾ࠶᪉をண する

能力を養う。ࡉらに、豊かな人間性と広い視野を持って⊂創的᪉ἲでࡉまࡊまな課題にᰂ㌾

に対応できる能力を養う。 

 

㔞Ꮚᨺᑕ⥺系専攻（博士前期課程） 
教育目的 

㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学の広⠊な専門知識の教授と研究指導を㏻して、基本的研究能力と問題解決能力

をᇵい、自ら知的資⏘を創造し、᪂領域を開ᣅできる人材を育成する。学際研究の㐙行に必要な

広い分野の知識を身につけ、ྛ✀⨨のᐇ㊶的な技術を⩦得すると共に、ἲᚊの㡰Ᏺや社会との

関ಀについても㓄៖できる人材を育成する。 

 

教育目標 

１．㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学にかかわる高度な技術、ཎᏊ力エネルギー開発の応用を㏻して、Ᏻ全で自

然環境と調和する持続可能な社会に貢献する感、⛉学技術ࡀ人・社会・自然にཬࡰすᙳ

㡪について深く考えるጼໃと㈐௵感、高い倫理観に基࡙く判断力、行動力をᇵう。 

２．㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学に必要な幅広い分野の基礎学力、発生⨨機ჾとそのྲྀᢅいやᏳ全⟶理につ

いての基礎的な知識と技術を身につけ、そࢀらを⤫合して応用することによࡾ、社会のኚ化

と⛉学技術の㐍Ṍに対応できる技術とᛮ考力をᇵう。 

３．㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学の基礎学力と基礎技術およびその応用力を育成し、問題解決のために⊂自の

発で課題を᥈ồして研究を㐙行する能力、そして知的資⏘を創造する能力をᇵう。 

４．国際社会で活動を行うための広い視野を養うと共に、日本語能力、ⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、

会ヰ・ㄞ解能力、学術論文や技術資料の調査・分析能力ならびに学術報告・論文なでの発

表能力をᇵう。 

５．⤌⧊による研究᥎㐍のための༠調性および指導力、社会とのコミュニケーション能力をᇵう。 
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履　修　科　目



科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

Ｍ  651
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅢ
（高圧固体化学）

2 2 山 田 幾 也 講 師

Ｍ  652
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅣ
（デバイス界面科学）

2 2 野 内 亮 講 師

Ｍ  653
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅤ
（計算機ナノ科学入門）

2 2 池 野 豪 一 講 師

Ｍ  654
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅥ
（細胞制御工学）

2 2 中 瀬 生 彦 講 師

Ｍ  655
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅦ
（マイクロ・ナノマシニング）

2 2 萩 原 将 也 講 師

Ｍ  656
ナノ科学・材料特別講義ⅩⅧ
（触媒物質化学）

2 2 亀 川 孝 講 師

博士前期課程

　理系共通科目

週授業時間数 単

前 期 後 期 位

（注）（１）修得した単位はＡ群・Ｂ群以外の共通科目の単位とする。

　  　（２）担当者は２１世紀科学研究機構ナノ科学・材料研究センター所属の教員。

テニュア・
トラック講師

授業科目
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 工 学

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ ศ 野  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  111 材 料 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ ᮧ ⪔ ྖ 教 授

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  114 機 Ე 材 料 ᙉ ᗘ 学 2 2 ᴝ 田 ດ  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  116 ຍ 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  121 㜵  ・ 㜵 㡢 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  126 ⇞ ↝ ⌧ ㇟ 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  12� ὶ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  132 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  134 ⢭ ᐦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

機Ე工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の中
。るࡁ࡛ࡀとࡇ㑅ᢥᒚ修するࡽ

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

機Ე工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

（注）（１） 機Ე工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単位
以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱1単位以ୖ࡛࠶るࡇと。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  111 材 料 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ ᮧ ⪔ ྖ 教 授

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  114 機 Ე 材 料 ᙉ ᗘ 学 2 2 ᴝ 田 ດ  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  116 ຍ 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師 　

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  121 㜵  ・ 㜵 㡢 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  126 ⇞ ↝ ⌧ ㇟ 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  134 ⢭ ᐦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  26� ᾏ ὒ 構 㐀 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ  教 授

ᰘ 原 ṇ   教 授

Ｍ  261 ᾏ ὒ ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2  2 山 㷂 ဴ 生 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

機Ეシステ࣒工学ࢥース

単

前　期 後　期
位

機Ეシステ࣒工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共
通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１） 機Ეシステ࣒工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科
目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱1単位以ୖ࡛࠶るࡇと。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  111 材 料 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ ᮧ ⪔ ྖ 教 授

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  116 ຍ 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  121 㜵  ・ 㜵 㡢 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  126 ⇞ ↝ ⌧ ㇟ 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  12� ὶ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  132 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  211 Ẽ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᪂  㝯 ᬒ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  216 Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  256 ᾏ ὒ ㍺ ㏦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

ースࢥー機Ე工学ࢠࣝࢿ࢚

単

前　期 後　期
位

ࡧᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࠊのศ野ࠊᒚ修する者はࢆースࢥー機Ე工学ࢠࣝࢿ࢚
共通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１） Ｂ群ࠊＡ群科目㸶単位ࠊ共通教⫱科目１単位ࠊᒚ修する者はࢆースࢥー機Ე工学ࢠࣝࢿ࢚
科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇ
と。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  111 材 料 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ ᮧ ⪔ ྖ 教 授

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  114 機 Ე 材 料 ᙉ ᗘ 学 2 2 ᴝ 田 ດ  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  116 ຍ 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  214 ㍍ 㔞 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ⰻ ᖹ  教 授

Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  21� ⯟✵ Ᏹᐂ シス テ࣒ 工学 特ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  252 ᾏὒ シス テ࣒ タ計 工学 特ㄽ 2 2 ᭷ 㤿 ṇ  教 授

Ｍ  25� ⯪ 体 構 㐀 タ 計 特 ㄽ 2 2 ῝ ἑ ሪ 一 教 授

Ｍ  26� ᾏ ὒ 構 㐀 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ  教 授

ᰘ 原 ṇ   教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

構㐀タ計ࢥース

単

前　期 後　期
位

構㐀タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１） 構㐀タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単
位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  12� ὶ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  211 Ẽ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᪂  㝯 ᬒ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  212 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᮧ ୖ ὒ 一  教 授

Ｍ  215 ⯟ ✵ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｍ  216 Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  22� Ᏹᐂሗ通ಙシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  256 ᾏ ὒ ㍺ ㏦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

Ｍ  25� ᾋ 体 㐠 ື 学 特 ㄽ 2 2  ⎼ Ὀ ⠊  教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

ὶ体工学ࢥース

単

前　期 後　期
位

ὶ体工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１） ὶ体工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単
位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  121 㜵  ・ 㜵 㡢 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  134 ⢭ ᐦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  21� ⯟✵ Ᏹᐂ シス テ࣒ 工学 特ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  21� 㣕 ⾜ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  21� ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 制 御 工 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

Ｍ  22� Ᏹᐂሗ通ಙシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 計 ⏬ 学 特 ㄽ 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  254 ᾏ ὒ ⎔ ቃ  ሗ 特 ㄽ 2 2 ᪂  ບ  教 授

Ｍ  25� ᾋ 体 㐠 ື 学 特 ㄽ 2 2  ⎼ Ὀ ⠊  教 授

Ｍ  452 ⏬ ീ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ἠ ṇ ኵ  教 授

Ｍ  456 デ  ࢪ タ ࣝ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ᮧ 㞞 一  教 授

Ｍ  45� シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮏ  ᖾ 教 授

Ᏹ 野 ⿱ அ  教 授

Ｍ  45� ニ ュ ー ロ ࢧ イ ࢚ ン ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᒸ 理 ᩥ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

計 制御ࢥース

計 制御ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単
位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

単

前　期 後　期
位

計 制御ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１）
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  1�1 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ　1�2 機 Ე 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 機 Ე 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  1�3 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  1�4 機 Ე 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 　 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  132 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 計 ⏬ 学 特 ㄽ 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  31� 数 理 ⤫ 計 学 特 ㄽ 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｍ  463  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  543 化 学 工 学 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

௰ ᮧ ⱥ 也  教 授

Ｍ  544 ロࣉ セス シス テ࣒ 工学 特ㄽ 2 2 ⥥ 野 ဴ 教 授

ᒾ 㷂 ᬛ ᏹ  教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

ᶵᲔ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ース

単

前　期 後　期
位

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単
位ࠊＢ群科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛
。とࡇる࠶

（注）（１）

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科
目ཬࡧ共通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 工 学

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ ศ 野  教 員

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  211 Ẽ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᪂  㝯 ᬒ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  212 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᮧ ୖ ὒ 一  教 授

Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  214 ㍍ 㔞 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ⰻ ᖹ  教 授

Ｍ  215 ⯟ ✵ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｍ  216 Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  21� ⯟✵Ᏹᐂシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  21� 㣕 ⾜ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  21� ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 制 御 工 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

Ｍ  22� Ᏹᐂሗ通ಙシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  222 Ᏹ ᐂ 機 工 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  224 ⯟✵Ᏹᐂ工学特別学外ᐇ⩦ 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｍ  225 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⯟✵Ᏹᐂ工学ศ野教員

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  114 機 Ე 材 料 ᙉ ᗘ 学 2 2 ᴝ 田 ດ  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  26� ᾏ ὒ 構 㐀 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ  教 授

ᰘ 原 ṇ   教 授

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳）

（㸴）

（㸵） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

⯟✵Ᏹᐂ工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

修ᚲせࠊ࡞共通教⫱科目ࡧࡼ࠾Ａ群科目ࢆ㝖ࡃṧ２２ࡾ単位のࠊࡕ࠺前期㛤講科
目・後期㛤講科目ࢀࡒࢀࡑࡽ㸶単位以ୖࢆ修得するࡇと。

ࠗ⯟✵Ᏹᐂ工学特ㄽ࠘は␃学生㝈ᐃⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳྍࡀ⬟
。る࠶࡛

（注）（１）

（２）

⯟✵Ᏹᐂ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１
２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

⯟✵Ᏹᐂ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科
目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 計 ⏬ 学 特 ㄽ 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  252 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ タ 計 工 学 特 ㄽ 2 2 ᭷ 㤿 ṇ  教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  254 ᾏ ὒ ⎔ ቃ  ሗ 特 ㄽ 2 2 ᪂  ບ  教 授

Ｍ  255 ᾏ ὒ 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 㤿 ሙ ಙ ᘯ 教 授

Ｍ  256 ᾏ ὒ ㍺ ㏦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

Ｍ  25� ᾋ 体 㐠 ື 学 特 ㄽ 2 2  ⎼ Ὀ ⠊  教 授

Ｍ  25� ⯪ ⯧ ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 㤿 ሙ ಙ ᘯ 教 授

∦ 山 ᚭ 教 授

㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  25� ⯪ 体 構 㐀 タ 計 特 ㄽ 2 2 ῝ ἑ ሪ 一 教 授

Ｍ  26� ᾏ ὒ 構 㐀 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ  教 授

ᰘ 原 ṇ   教 授

Ｍ  261 ᾏ ὒ ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2  2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  262 㐀 ⯪ ⏘ 業 ᢏ ⾡ 特 ㄽ 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  263 ᾏὒシステ࣒工学特別学外ᐇ⩦ 1 ᪂  ບ  教 授

Ｍ  264 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ᾏὒシステ࣒工学ศ野教授

Ｍ  212 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᮧ ୖ ὒ 一  教 授

Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  216 Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ  2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  21� ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  21� ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 制 御 工 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 㛵すᾏ教⫱アライアンス科目とし࡚㜰学・⚄ᡞ学とࠊグ㍕の科目以外⾲ୖ

の単位科目ࠊࡾ࠶ࡀ修得した単位はＡ群・Ｂ群以外の修得単位とし࡚ㄆᐃする。

（㸴）

（㸵） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

ᾏὒシステ࣒工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

ࠗᾏὒシステ࣒工学特ㄽ࠘は␃学生㝈ᐃⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳྍࡀ
。る࠶࡛⬟

ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 工 学
ศ 野  教 員

（注）（１） ᾏὒシステ࣒工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目
１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

ᾏὒシステ࣒工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通
科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ༓ ⴥ ṇ ඞ 教 授

Ｍ  214 ㍍ 㔞 構 㐀 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ⰻ ᖹ  教 授

Ｍ  21� ⯟✵ Ᏹᐂ シス テ࣒ 工学 特ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  252 ᾏὒ シス テ࣒ タ計 工学 特ㄽ 2 2 ᭷ 㤿 ṇ  教 授

Ｍ  25� ⯪ 体 構 㐀 タ 計 特 ㄽ 2 2 ῝ ἑ ሪ 一 教 授

Ｍ  26� ᾏ ὒ 構 㐀 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ  教 授

ᰘ 原 ṇ   教 授

Ｍ  111 材 料 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ ᮧ ⪔ ྖ 教 授

Ｍ  112 ᙎ ᛶ ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ከ ᑿ 義 ᘯ 教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  114 機 Ე 材 料 ᙉ ᗘ 学 2 2 ᴝ 田 ດ  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  116 ຍ 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

構㐀タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１）

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数科
目
群

構㐀タ計ࢥース

単

前　期 後　期
位

構㐀タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単
位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  211 Ẽ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᪂  㝯 ᬒ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  212 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᮧ ୖ ὒ 一  教 授

Ｍ  215 ⯟ ✵ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｍ  216 Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 ㄽ 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

ᆏ ୖ ᪼ ྐ  教 授

Ｍ  22� Ᏹᐂሗ通ಙシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  256 ᾏ ὒ ㍺ ㏦ 工 学 特 ㄽ 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

Ｍ  25� ᾋ 体 㐠 ື 学 特 ㄽ 2 2  ⎼ Ὀ ⠊  教 授

Ｍ  115 数 ್ ᛂ ⏝ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 ṇ ⾜  教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  124 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

中 ᔱ ᬛ 也 講 師

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  12� ὶ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 高 ẚ Ⰻ ⿱ அ 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

（注）（１） ὶ体工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単
位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

ὶ体工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単

前　期 後　期
位

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数

ὶ体工学ࢥース

科
目
群
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  21� ⯟✵Ᏹᐂシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ᑠ ᮌ ᭮ ᮃ  教 授

Ｍ  21� 㣕 ⾜ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  21� ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 制 御 工 学 特 ㄽ 2 2 ୗ ᮧ ༟ 教 授 㝸ᖺ講義

Ｍ  22� Ᏹᐂሗ通ಙシステ࣒工学特ㄽ 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 計 ⏬ 学 特 ㄽ 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  254 ᾏ ὒ ⎔ ቃ  ሗ 特 ㄽ 2 2 ᪂  ບ  教 授

Ｍ  25� ᾋ 体 㐠 ື 学 特 ㄽ 2 2  ⎼ Ὀ ᚨ  教 授

Ｍ  113 機 Ე 生 ⏘ 工 学 2 2 ㇂ Ỉ 義 㝯 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  11� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  11�  ື 工 学 特 ㄽ 2 2 ఀ ⸨ ᬛ ༤ 教 授

᪂ ㇂ ⠜ 彦  教 授

Ｍ  12� シ ス テ ࣒ 制 御 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ᑠ ᯘ  ᫂ 講 師

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  452 ⏬ ീ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ἠ ṇ ኵ  教 授

Ｍ  456 デ  ࢪ タ ࣝ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ᮧ 㞞 一  教 授

Ｍ  45� シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮏ  ᖾ 教 授

Ᏹ 野 ⿱ அ  教 授

Ｍ  45� ニ ュ ー ロ ࢧ イ ࢚ ン ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᒸ 理 ᩥ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

（注）（１）

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

計 制御ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２
単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

計 制御ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目
の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数

計 制御ࢥース

科
目
群

単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  2�1 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  2�2 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別₇⩦➨ 4 ղ ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系

Ｍ  2�3 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  2�4 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  223 ⾨ ᫍ シ ス テ ࣒ タ 計 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ࣒ 計 ⏬ 学 特 ㄽ 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  255 ᾏ ὒ 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 㤿 ሙ ಙ ᘯ 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  123 内 ⇞ 機 㛵 工 学 2 2 瀬 川  ㈨ 教 授

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

Ｍ  13� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  132 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  463  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  543 化 学 工 学 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

௰ ᮧ ⱥ 也  教 授

Ｍ  544 工学特ㄽ࣒ロセスシステࣉ 2 2 ⥥ 野 ဴ 教 授

ᒾ 㷂 ᬛ ᏹ  教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単
位ࠊＢ群科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと�２�の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛
。とࡇる࠶

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科
目ཬࡧ共通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１）

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

単

前　期 後　期
位

週授業時間数科
目
群

⎔ቃ・ࢠࣝࢿ࢚ーシステࢥ࣒ース
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  3�1 㟁Ꮚ・数物系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  3�2 㟁Ꮚ・数物系特別₇⩦➨ 4 ղ 数 理 工 学

Ｍ  3�3 㟁Ꮚ・数物系特別研究➨一 6 ղ ศ 野  教 員

Ｍ  3�4 㟁Ꮚ・数物系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  311 数 理 工 学 特 ㄽ $ 2 㠀 ᖖ  講 師 （ᐃ期・㞟中・㝸ᖺ講義）

Ｍ  312 数 理 工 学 特 ㄽ % 2 㠀 ᖖ  講 師 （ᐃ期・㞟中・㝸ᖺ講義）

Ｍ  313 ᛂ ⏝ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ቨ ㇂ ႐ ⥅ 教 授

Ｍ  314 ᛂ ⏝ 数 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ Ọ ⚽ ❶ 教 授

Ｍ  315 数 理 ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᇛ ᓮ 学  教 授

Ｍ  316 ⤫ 計 ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᳃⥥ۍ ⴥᏊ 教授

㸡田中 ⚽ 教授

Ｍ  31� 数 理 ⤫ 計 学 特 ㄽ 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｍ  31� ᐇ 㦂 計 ⏬ ἲ 特 ㄽ 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  32� ᛂ ⏝ 数 理 特 ㄽ 2 2 田 ⏿ ⛱ 教 授

Ｍ  321 㠀 ⥺ ᙧ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 川 ୖ ❳ ᶞ  教 授

Ｍ  322 ከ ኚ 㔞 ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ර 㢌 ᫀ  教 授

Ｍ  323 㠀 ⥺ ᙧ ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ྠ ᑄ ᫂ 教 授

Ｍ  324 ᛂ ⏝ ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2 Ỉ ཱྀ Ẏ  教 授

Ｍ  325 㔞 Ꮚ ሙ の 理 ㄽ 2 2 ຍ ⸨   教 授

Ｍ  326 㔞 Ꮚ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 㨶 ఫ 孝 ᖾ 教 授

Ｍ  32� 固 体 㟁 Ꮚ ㄽ 特 ㄽ 2 2 田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

Ｍ  32� ග 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ఫ ಇ ᫂ 教 授

田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  32� จ ⦰ 系 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  33� 㞳 ᩓ 数 学 特 ㄽ 2 2 ۍ  田 ㎮ ဢ 教 授

㸡 川 ῧ  教 授

Ｍ  331 㠀 ᖹ ⾮ 系 の ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᇼ 田 Ṋ 彦 教 授

Ｍ  332 㔞 Ꮚ ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2 野 ሙ ㈼ 一 講 師

Ｍ  463  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  451 特ㄽ࣒アシステ࢙࢘トࣇࢯ 2 2 ᯇ ᮏ ၨ அ 亮 教 授

Ｍ  45� ニ ュ ー ロ ࢧ イ ࢚ ン ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᒸ 理 ᩥ 教 授

Ｍ  416 㠀 ⥺ ᙧ シ ス テ ࣒ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᑠ す ၨ  教 授

Ｍ  41� 数 理 計 ⏬ ἲ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⃝  Ꮚ 教 授

Ｍ  462 計 算 ▱ ⬟ 特 ㄽ 2 2 ▼ ῲ ஂ 生 教 授

⬟ ᓥ ⿱   教 授

Ｍ  455  ሗ セ ࢟ ュ ࣜ テ  特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  353 㟁 ☢ Ẽ 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 野 ཱྀ ᝅ 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  354 ప   物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ṋ  教 授

 ᡞ ᐶ ᫂  教 授

Ｍ  355 ග 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 一 教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳）

（㸴）

（注）（１） 数理工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単位
以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

数理工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の中
。るࡁ࡛ࡀとࡇ㑅ᢥᒚ修するࡽ

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

数理工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

担当ḍのࠕ㸡ࠖはࠊ高➼教⫱᥎㐍機構所属の教員。

担当ḍのࠖۍࠕはࠊ理学系研究科所属の教員。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  3�1 㟁Ꮚ・数物系特別₇⩦➨一 4 ղ

Ｍ  3�2 㟁Ꮚ・数物系特別₇⩦➨ 4 ղ 㟁 Ꮚ 物 理 工 学

Ｍ  3�3 㟁Ꮚ・数物系特別研究➨一 6 ղ ศ 野  教 員

Ｍ  3�4 㟁Ꮚ・数物系特別研究➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  351 㟁 Ꮚ 物 理 工 学 特 ㄽ , 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  352 㟁 Ꮚ 物 理 工 学 特 ㄽ ,, 2 2 㟁Ꮚ物理工学ศ野教授

Ｍ  353 㟁 ☢ Ẽ 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 野 ཱྀ ᝅ 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  354 ప   物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ṋ  教 授

 ᡞ ᐶ ᫂  教 授

Ｍ  355 ග 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 一 教 授

Ｍ  356 ᭷機࢚ࣞクトロニクス特ㄽ 2 2 内 ⸨ ⿱ 義 教 授

ᑠ ᯘ 㝯 ྐ  教 授

Ｍ  35� ナノ࢚ࣞクトロニクス特ㄽ 2 2 ⛅ 田 ᡂ ྖ 教 授

Ｍ  35� ༙ ᑟ 体 ࣉ ロ セ ス 特 ㄽ 2 2 ᖹ  義 彦 教 授

Ｍ  35� Ⲵ 㟁 ⢏ Ꮚ 工 学 特 ㄽ 2 2 川 田 ༤  教 授

Ｍ  36� 機 ⬟ デ バ イ ス 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮧ 紀 ᩥ 教 授

ⰱ 田 ῟ 教 授

Ｍ  361 㟁Ꮚ物理工学特別学外ᐇ⩦ 2 ▼ 原 一 教 授

Ｍ  362 ᭷ 機 ග 物 理 特 ㄽ 2 2 ᑠ ᯘ 㝯 ྐ  教 授

Ｍ  363 ࣞ ー ࢨ ー 工 学 特 ㄽ 2 2  田  ྖ  教 授

Ｍ  364 㟁 Ꮚ セ ラ ࣑ ッ ク ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᮧ Ṋ  教 授

Ｍ  365 㟁Ꮚ・イ࢜ンࣅー࣒工学特ㄽ 2 2 Ᏻ 田 㞞   教 授

Ｍ  366 ࣇ ࢛ ト ニ ク ス 特 ㄽ 2 2 高 ᶫ   教 授

Ｍ  36� ス ࣆ ン ト ロ ニ ク ス 特 ㄽ 2 2 ᡞ 川 Ḡ 彦  教 授

Ｍ  325 㔞 Ꮚ ሙ の 理 ㄽ 2 2 ຍ ⸨   教 授

Ｍ  326 㔞 Ꮚ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 㨶 ఫ 孝 ᖾ 教 授

Ｍ  32� 固 体 㟁 Ꮚ ㄽ 特 ㄽ 2 2 田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

Ｍ  32� ග 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ఫ ಇ ᫂ 教 授

田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  411 クトロニクス特ㄽ࢚ࣞー࣡ࣃ 2 2 ┿ 田 㞞 அ  教 授

Ｍ  412 㟁☢ࢠࣝࢿ࢚ーኚ工学特ㄽ 2 2 ᳃ ᮏ ⱱ 㞝 教 授

Ｍ  42�  ሗ 通 ಙ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  422 ග Ἴ 㟁 Ꮚ 工 学 特 ㄽ 2 2  ᶫ ṇ  教 授

Ｍ  423 㟁 ☢ Ἴ 工 学 特 ㄽ 2 2 ஂಖ田 ᐶ 教授

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 機 ⬟ 化 学 特 ㄽ 2 2 ඵ ᮌ ⦾ ᖾ 教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�2 ⤖ ᬗ 物 理 学 特 ㄽ 2 2   ᏹ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳）

（㸴）

（㸵） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

㟁Ꮚ物理工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

（注）（１） 㟁Ꮚ物理工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２
単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

㟁Ꮚ物理工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目
の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

ࠗ㟁Ꮚ物理工学特ㄽ,,࠘は␃学生㝈ᐃⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳྍࡀ⬟
。る࠶࡛

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

担当ḍのࠕiࠖは２１ࠊ世紀科学研究機構所属の教員。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  3�1 㟁Ꮚ ・数 物系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  3�2 㟁Ꮚ ・数 物系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ

Ｍ  3�3 㟁Ꮚ ・数 物系 特別 研究 ➨一 6 ղ

Ｍ  3�4 㟁Ꮚ ・数 物系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  351 㟁 Ꮚ 物 理 工 学 特 ㄽ , 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  353 㟁 ☢ Ẽ 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 野 ཱྀ ᝅ 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  354 ప   物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ṋ  教 授

 ᡞ ᐶ ᫂  教 授

Ｍ  355 ග 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 ▼ 原 一 教 授

Ｍ  35� Ⲵ 㟁 ⢏ Ꮚ 工 学 特 ㄽ 2 2 川 田 ༤  教 授

Ｍ  323 㠀 ⥺ ᙧ ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2  ྠ ᑄ ᫂ 教 授

Ｍ  324 ᛂ ⏝ ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2 Ỉ ཱྀ Ẏ  教 授

Ｍ  325 㔞 Ꮚ ሙ の 理 ㄽ 2 2 ຍ ⸨   教 授

Ｍ  326 㔞 Ꮚ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 㨶 ఫ 孝 ᖾ 教 授

Ｍ  32� 固 体 㟁 Ꮚ ㄽ 特 ㄽ 2 2 田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

Ｍ  32� ග 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ఫ ಇ ᫂ 教 授

田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  32� จ ⦰ 系 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  331 㠀 ᖹ ⾮ 系 の ື ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᇼ 田 Ṋ 彦 教 授

Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�2 ⤖ ᬗ 物 理 学 特 ㄽ 2 2   ᏹ 教 授

Ｍ  11� 機 Ე 計   工 学 特 ㄽ 2 2 ⳥ 田 ஂ 㞝 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  412 㟁☢ࢠࣝࢿ࢚ーኚ工学特ㄽ 2 2 ᳃ ᮏ ⱱ 㞝 教 授

Ｍ  423 㟁 ☢ Ἴ 工 学 特 ㄽ 2 2 ஂಖ田 ᐶ 教授

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  54� ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

Ｍ  54� 物 質 ᚠ ⎔ 科 学 ・ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

ᚨ ᮏ ຬ ே 講 師

Ｍ  55� ーᚠ⎔科学・工学特ㄽࢠࣝࢿ࢚ 2 2 Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

ὠஂ ⱱᶞ 教授

㰺 ⸨  㷍  教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳）

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

科
目
群

ᛂ⏝物理学ࢥース

（注）（１） ᛂ⏝物理学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１
２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

ᛂ⏝物理学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科
目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

㟁 Ꮚ ・ 数 物 系
ᑓ ᨷ  教 員

担当ḍのࠕiࠖは２１ࠊ世紀科学研究機構所属の教員。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  4�1 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  4�2 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 㟁 Ẽ  ሗ シ ス テ ࣒

Ｍ  4�3 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 研究 ➨一 6 ղ 工 学 ศ 野  教 員

Ｍ  4�4 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  411 クトロニクス特ㄽ࢚ࣞー࣡ࣃ 2 2 ┿ 田 㞞 அ  教 授

Ｍ  412 㟁☢ࢠࣝࢿ࢚ーኚ工学特ㄽ 2 2 ᳃ ᮏ ⱱ 㞝 教 授

Ｍ  413 㟁 ຊ シ ス テ ࣒ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ▼ 亀 ⠜ ྖ 教 授

Ｍ  414 㟁 ຊ シ ス テ ࣒ 制 御 特 ㄽ 2 2 ⷧ Ⰻ 彦  教 授

Ｍ  415 㟁Ẽ シス テ࣒ 制御 工学 特ㄽ 2 2 原 ᑦ அ  教 授

Ｍ  416 㠀 ⥺ ᙧ シ ス テ ࣒ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᑠ す ၨ  教 授

Ｍ  41� 数 理 計 ⏬ ἲ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⃝  Ꮚ 教 授

Ｍ  41� ▱ ⓗ 生 ⏘ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᖹ ᯘ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  42�  ሗ 通 ಙ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  421 通 ಙ ࢿ ッ ト ࣡ ー ク 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  422 ග Ἴ 㟁 Ꮚ 工 学 特 ㄽ 2 2  ᶫ ṇ  教 授

Ｍ  423 㟁 ☢ Ἴ 工 学 特 ㄽ 2 2 ஂಖ田 ᐶ 教授

Ｍ  424 デ  ࢪ タ ࣝ 通 ಙ 特 ㄽ 2 2 山 ୗ  ᕫ 教 授

Ｍ  425 ࣔ バ イ ࣝ 通 ಙ 特 ㄽ 2 2 山 ୗ  ᕫ 教 授

ኴ 田 ṇ ဢ  教 授

Ｍ  426 㟁Ẽሗシステ࣒工学特別学外ᐇ⩦ 2 ᳃ ᮏ ⱱ 㞝 教 授

Ｍ  42� デ ࢪ タ ࣝ ಙ 号 ฎ 理 特 ㄽ 2 2 ᯘ ᾏ  教 授

Ｍ  313 ᛂ ⏝ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ቨ ㇂ ႐ ⥅ 教 授

Ｍ  314 ᛂ ⏝ 数 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ Ọ ⚽ ❶ 教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  463  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  456 デ  ࢪ タ ࣝ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ᮧ 㞞 一  教 授

Ｍ  462 計 算 ▱ ⬟ 特 ㄽ 2 2 ▼ ῲ ஂ 生 教 授

⬟ ᓥ ⿱   教 授

Ｍ  45� シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮏ  ᖾ 教 授

Ᏹ 野 ⿱ அ  教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

（注）（１） 㟁Ẽሗシステ࣒工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群
科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇ
と。

㟁Ẽሗシステ࣒工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ
共通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

㟁Ẽ࣭ሗ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

㟁Ẽሗシステ࣒工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  4�1 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ  4�2 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ

Ｍ  4�3 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ

Ｍ  4�4 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  451 ࢯ ࣇ ト ࢘ ࢙ ア シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᮏ ၨ அ 亮 教 授

Ｍ  452 ⏬ ീ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ἠ ṇ ኵ  教 授

Ｍ  453 㐍 化 ᆺ 計 算 特 ㄽ 2 2 ᳃ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  454 ▱ ⬟ ࣓ デ  ア ฎ 理 特 ㄽ 2 2 㯤 瀬 ᾈ 一 教 授

Ｍ  455  ሗ セ ࢟ ュ ࣜ テ  特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  456 デ  ࢪ タ ࣝ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ᮧ 㞞 一  教 授

Ｍ  45� シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮏ  ᖾ 教 授

Ᏹ 野 ⿱ அ  教 授

Ｍ  45� ニ ュ ー ロ ࢧ イ ࢚ ン ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᒸ 理 ᩥ 教 授

Ｍ  45� ே 間  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᮏ ከ ඞ ᏹ 教 授

Ｍ  46� 機 Ე 学 ⩦ 特 ㄽ 2 2 㤿 野 ඖ ⚽ 教 授

Ｍ  461 ナ ࣞ ッ ࢪ マ ࢿ ࢪ ࣓ ン ト 特 ㄽ 2 2  ᲄ ோ ᚿ  教 授

ᯘ    教 授

Ｍ  462 計 算 ▱ ⬟ 特 ㄽ 2 2 ▼ ῲ ஂ 生 教 授

⬟ ᓥ ⿱   教 授

Ｍ  463  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｍ  464 ▱ ⬟  ሗ 特 ㄽ ,, 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  465 ▱ ⬟  ሗ 工 学 特 別 学 外 ᐇ ⩦ 2 㯤 瀬 ᾈ 一 教 授

Ｍ  466 ▱ ⬟  ሗ 特 ㄽ , 2 2 ▱⬟ሗ工学ศ野教員

Ｍ  33� 㞳 ᩓ 数 学 特 ㄽ 2 2 ۍ  田 ㎮ ဢ 教 授

㸡 川 ῧ  教 授

Ｍ  315 数 理 ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᇛ ᓮ 学  教 授

Ｍ  31� 数 理 ⤫ 計 学 特 ㄽ 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｍ  31� ᐇ 㦂 計 ⏬ ἲ 特 ㄽ 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｍ  31� 数 ್ ゎ ᯒ 学 特 ㄽ 2 2 山 ᒸ ┤ ே  教 授

Ｍ  42�  ሗ 通 ಙ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  421 通 ಙ ࢿ ッ ト ࣡ ー ク 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  424 デ  ࢪ タ ࣝ 通 ಙ 特 ㄽ 2 2 山 ୗ  ᕫ 教 授

Ｍ  425 ࣔ バ イ ࣝ 通 ಙ 特 ㄽ 2 2 山 ୗ  ᕫ 教 授

ኴ 田 ṇ ဢ  教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳）

（㸴）

（㸵）

（㸶） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

担当ḍのࠖۍࠕはࠊ理学系研究科所属の教員。

▱⬟ሗ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目
の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

担当ḍのࠕ㸡ࠖはࠊ高➼教⫱᥎㐍機構所属の教員。

ࠗ▱⬟ሗ特ㄽ,࠘は␃学生㝈ᐃⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳ࠶࡛⬟ྍࡀ
る。

▱ ⬟  ሗ 工 学
ศ 野  教 員

（注）（１） ▱⬟ሗ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２
単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

㟁Ẽ࣭ሗ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

▱⬟ሗ工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  4�1 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  4�2 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 㟁 Ẽ  ሗ 系 ᑓ ᨷ

Ｍ  4�3 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 研究 ➨一 6 ղ  教 員

Ｍ  4�4 㟁Ẽ ・ ሗ系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  45� ே 間  ሗ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᮏ ከ ඞ ᏹ 教 授

Ｍ  461 ナࣞ ッࢪ マࢿ ࣓ࢪ ント 特ㄽ 2 2  ᲄ ோ ᚿ  教 授

ᯘ    教 授

Ｍ  462 計 算 ▱ ⬟ 特 ㄽ 2 2 ▼ ῲ ஂ 生 教 授

⬟ ᓥ ⿱   教 授

Ｍ  41� ▱ ⓗ 生 ⏘ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 ᖹ ᯘ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  46� 機 Ე 学 ⩦ 特 ㄽ 2 2 㤿 野 ඖ ⚽ 教 授

Ｍ  41� 数 理 計 ⏬ ἲ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⃝  Ꮚ 教 授

Ｍ  454 ▱ ⬟ ࣓ デ  ア ฎ 理 特 ㄽ 2 2 㯤 瀬 ᾈ 一 教 授

Ｍ  42�  ሗ 通 ಙ シ ス テ ࣒ 特 ㄽ 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  451 ࣇࢯ ト࢘ ア࢙ シス テ࣒ 特ㄽ 2 2 ᯇ ᮏ ၨ அ 亮 教 授

Ｍ  45� ニ ュ ー ロ ࢧ イ ࢚ ン ス 特 ㄽ 2 2 ྜྷ ᒸ 理 ᩥ 教 授

Ｍ  416 㠀 ⥺ ᙧ シ ス テ ࣒ ゎ ᯒ 特 ㄽ 2 2 ᑠ す ၨ  教 授

Ｍ  453 㐍 化 ᆺ 計 算 特 ㄽ 2 2 ᳃ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  455  ሗ セ ࢟ ュ ࣜ テ  特 ㄽ 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

前　期 後　期
位

㟁Ẽ࣭ሗ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数 単科
目
群

⤒Ⴀሗ工学ࢥース

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（注）（１） ⤒Ⴀሗ工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１
２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

⤒Ⴀሗ工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科
目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ ᛂ ⏝ 化 学 ศ 野

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ  教 員

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  511 工 業 ศ ᯒ 化 学 特 ㄽ 2 2 ஂ ᮏ ⚽ ᫂ 教 授

㐲 ⸨ 㐩 㑻  教 授

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  513  ᛂ 物 理 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᒸ 㞞 也 教 授

➉ 内 㞞 ே  教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

Ｍ  516 ᭷ 機 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 池 田 ᾈ 教 授

Ｍ  51� 高 ศ Ꮚ ྜ ᡂ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᮏ ❶ 一 教 授

ᒸ ᮧ ᬕ அ  教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 機 ⬟ 化 学 特 ㄽ 2 2 ඵ ᮌ ⦾ ᖾ 教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 ྜ ᡂ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᑠ 川  ᘺ 教 授

野 ඖ  ᏹ  教 授

Ｍ  52� 生 体 高 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 Ἑ 野  ྖ 教 授

原 田 ᩔ ྐ  教 授

Ｍ  521 ศ Ꮚ ㄆ ㆑ 化 学 特 ㄽ 2 2 㛗 ᒸ ຮ 教 授

᳝ ᮌ ᘯ  教 授

Ｍ  522 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  523 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  524 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ⅲ 2 2 ᛂ⏝化学ศ野教授

Ｍ  525 ナ ノ ・ バ イ ࢜ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᗋ Ἴ ᚿ ಖ  教 授

ඣ ᓥ ༓ ᜨ  教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（注）（１） ᛂ⏝化学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単位
以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

ᛂ⏝化学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科目の中
。るࡁ࡛ࡀとࡇ㑅ᢥᒚ修するࡽ

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

ᛂ⏝化学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 化 学 工 学 ศ 野

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ  教 員

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  541 ⢊ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 ᑠ す ᗣ ⿱ 教 授

野 ᮧ ಇ அ  教 授

Ｍ  542  ᛂ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ⲷ 野 ༤ ᗣ 教 授

Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

Ｍ  543 化 学 工 学 ὶ 体 ຊ 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

௰ ᮧ ⱥ 也  教 授

Ｍ  544 ロࣉ セス シス テ࣒ 工学 特ㄽ 2 2 ⥥ 野 ဴ 教 授

ᒾ 㷂 ᬛ ᏹ  教 授

Ｍ  545 ศ 㞳 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

Ｍ  546 材 料 ࣉ ロ セ ス 工 学 特 ㄽ 2 2 㰺 ⸨  㷍  教 授

ᒸ ᮏ ᑦ ᶞ 講 師

Ｍ  54� 化 学 工 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  54� ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

Ｍ  54� 物 質 ᚠ ⎔ 科 学 ・ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

ᚨ ᮏ ຬ ே 講 師

Ｍ  55� ーᚠ⎔科学・工学特ㄽࢠࣝࢿ࢚ 2 2 Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

ὠஂ ⱱᶞ 教授

㰺 ⸨  㷍  教 授

Ｍ  551 化 学 工 学 特 別 学 外 ᐇ ⩦ 2 Ⲷ 野 ༤ ᗣ 教 授

Ｍ  552 化学工学・ࣉロセス工学特ㄽ, 2 2 化学工学ศ野教員

Ｍ  553 化学工学・ࣉロセス工学特ㄽ,, 2 2 化学工学ศ野教員

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  516 ᭷ 機 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 池 田 ᾈ 教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 機 ⬟ 化 学 特 ㄽ 2 2 ඵ ᮌ ⦾ ᖾ 教 授

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  5�� 材 料 ⎔ ቃ 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ அ  教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。 　

（㸳）

（㸴） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

化学工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

ࠗ化学工学・ࣉロセス工学特ㄽ,࠘ཬࠗࡧ化学工学・ࣉロセス工学特ㄽ,,࠘は␃学生㝈ᐃ
ⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳ࠶࡛⬟ྍࡀる。

（注）（１） 化学工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１２単位
以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

化学工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ࡧࡼ࠾共通科目の
中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�2 ⤖ ᬗ 物 理 学 特 ㄽ 2 2   ᏹ 教 授

Ｍ  5�3 材 料 ࣉ ロ セ ス 学 特 ㄽ 2 2 ℧ 川 㡰 ᗤ  教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

Ｍ  5�5 ࣉ ロ セ ス  ᛂ 学 特 ㄽ 2 2 ᡂ ⃝ 㞞 紀  教 授

Ｍ  5�6 材 料 ⤌ ⧊ 制 御 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

Ｍ  5�� 機 ⬟ ᛶ 材 料 タ 計 学 特 ㄽ 2 2 中 ᖹ ᩔ 教 授

∾ ᾆ 理 ᜨ  教 授

Ｍ  5�� 材 料 ᙉ ᗘ 学 特 ㄽ 2 2 ᮾ  ྖ 教 授

Ｍ  5�� ⤖ ᬗ 構 㐀 ホ ౯ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⱱ 生 教 授

Ｍ  5�� 材 料 ⎔ ቃ 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ அ  教 授

Ｍ  5�1 ᱁ Ꮚ Ḟ 㝗 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 瀬 ᙲ ᏹ 教 授

ᇼ ྐ ㄝ  教 授

Ｍ  5�2 ナ ノ 材 料 科 学 特 ㄽ 2 2 㧘 ᶫ 㞞 ⱥ 教 授

ᚨ ␃ 㟹 ᫂  教 授

Ｍ  5�3 マテࣜアࣝ工学特別学外ᐇ⩦ 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

Ｍ  5�4 計 算 材 料 科 学 特 ㄽ 2 2 ୖ ᮡ ᚨ ↷ 講 師

Ｍ  5�5 マ テ ࣜ ア ࣝ 工 学 特 ㄽ 2 2 マテࣜアࣝ工学ศ野教員

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  513  ᛂ 物 理 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᒸ 㞞 也 教 授

➉ 内 㞞 ே  教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  52� 生 体 高 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 Ἑ 野  ྖ 教 授

原 田 ᩔ ྐ  教 授

Ｍ  542  ᛂ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ⲷ 野 ༤ ᗣ 教 授

Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

Ｍ  54� 化 学 工 学 特 ㄽ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳）

（㸴）

（㸵） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

マ テ ࣜ ア ࣝ 工 学
ศ 野  教 員

位

ࠗマテࣜアࣝ工学特ㄽ࠘は␃学生㝈ᐃⱥㄒࢥース科目࡛ࠊࡾ࠶␃学生のཷࡳ講⏦ㄳྍࡀ⬟
。る࠶࡛

（注）（１） マテࣜアࣝ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１
２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

マテࣜアࣝ工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬%群科目ཬࡧ共通科
目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

担当ḍのࠕiࠖは２１ࠊ世紀科学研究機構所属の教員。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

マテࣜアࣝ工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期

− 43 −



科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 物 質 ・ 化 学 系

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ

Ｂ Ｍ  511 工 業 ศ ᯒ 化 学 特 ㄽ 2 2 ஂ ᮏ ⚽ ᫂ 教 授

㐲 ⸨ 㐩 㑻  教 授

Ｍ  512 ↓ 機 材 料 化 学 特 ㄽ 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ ᘯ 教 授

ᯘ  ᩄ  教 授

Ｍ  513  ᛂ 物 理 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᒸ 㞞 也 教 授

➉ 内 㞞 ே  教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

Ｍ  522 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  523 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  524 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ⅲ 2 2 ᛂ⏝化学ศ野教授

Ｍ  5�3 材 料 ࣉ ロ セ ス 学 特 ㄽ 2 2 ℧ 川 㡰 ᗤ  教 授

Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

Ｍ  5�2 ⤖ ᬗ 物 理 学 特 ㄽ 2 2   ᏹ 教 授

Ｍ  353 㟁 ☢ Ẽ 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 野 ཱྀ ᝅ 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  36� 機 ⬟ デ バ イ ス 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮧ 紀 ᩥ 教 授

ⰱ 田 ῟ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳） 担当ḍのࠕiࠖは２１ࠊ世紀科学研究機構所属の教員。

（㸴） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

↓機系材料タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通
科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

（注）（１） ↓機系材料タ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目
１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

単

前　期 後　期
位

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数

↓機系材料タ計ࢥース

科
目
群
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 物 質 ・ 化 学 系

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  516 ᭷ 機 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 池 田 ᾈ 教 授

Ｍ  51� 高 ศ Ꮚ ྜ ᡂ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᮏ ❶ 一 教 授

ᒸ ᮧ ᬕ அ  教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 機 ⬟ 化 学 特 ㄽ 2 2 ඵ ᮌ ⦾ ᖾ 教 授

Ｍ  51� ᭷ 機 ྜ ᡂ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᑠ 川  ᘺ 教 授

野 ඖ  ᏹ  教 授

Ｍ  52� 生 体 高 ศ Ꮚ 化 学 特 ㄽ 2 2 Ἑ 野  ྖ 教 授

原 田 ᩔ ྐ  教 授

Ｍ  521 ศ Ꮚ ㄆ ㆑ 化 学 特 ㄽ 2 2 㛗 ᒸ ຮ 教 授

᳝ ᮌ ᘯ  教 授

Ｍ  522 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  523 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ ϩ 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  524 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ⅲ 2 2 ᛂ⏝化学ศ野教授

Ｍ  545 ศ 㞳 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

Ｍ  542  ᛂ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ⲷ 野 ༤ ᗣ 教 授

Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

Ｍ  5�� 機 ⬟ ᛶ 材 料 タ 計 学 特 ㄽ 2 2 中 ᖹ ᩔ 教 授

∾ ᾆ 理 ᜨ  教 授

Ｍ  54� 物 質 ᚠ ⎔ 科 学 ・ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

ᚨ ᮏ ຬ ே 講 師

Ｍ  5�5 ࣉ ロ セ ス  ᛂ 学 特 ㄽ 2 2 ᡂ ⃝ 㞞 紀  教 授

Ｍ  356 ᭷機 ࢚ࣞ クト ロニ クス 特ㄽ 2 2 内 ⸨ ⿱ 義 教 授

ᑠ ᯘ 㝯 ྐ  教 授

Ｍ  35� ナノ ࢚ࣞ クト ロニ クス 特ㄽ 2 2 ⛅ 田 ᡂ ྖ 教 授

（注）　（１）

（２）

　　         　

（㸱）

（㸲）

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数

᭷機系ศᏊタ計ࢥース

科
目
群

単

前　期 後　期
位

᭷機系ศᏊタ計ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目
１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶るࡇと。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

᭷機系ศᏊタ計ࢥースࢆ修得する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通
科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物 質 ・ 化 学 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ  5�2 物 質 ・ 化 学 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ 化 学 工 学 ศ 野

Ｍ  5�3 物 質 ・ 化 学 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ  教 員

Ｍ  5�4 物 質 ・ 化 学 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  54� ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2 ղ ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

Ｍ  54� 物 質 ᚠ ⎔ 科 学 ・ 工 学 特 ㄽ 2 ղ Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

ᚨ ᮏ ຬ ே 講 師

Ｍ  55� ーᚠ⎔科学・工学特ㄽࢠࣝࢿ࢚ 2 ղ Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

ὠஂ ⱱᶞ 教授

㰺 ⸨  㷍  教 授

㹁 Ｍ  513  ᛂ 物 理 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᒸ 㞞 也 教 授

➉ 内 㞞 ே  教 授

Ｍ  514 㟁 Ẽ 化 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

ᵽ ཱྀ ᰤ ḟ  教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

Ｍ  51� 高 ศ Ꮚ ྜ ᡂ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᮏ ❶ 一 教 授

ᒸ ᮧ ᬕ அ  教 授

Ｍ  524 ᛂ ⏝ 化 学 特 ㄽ Ⅲ 2 2 ᛂ⏝化学ศ野教授

Ｍ  541 ⢊ 体 工 学 特 ㄽ 2 2 ᑠ す ᗣ ⿱ 教 授

野 ᮧ ಇ அ  教 授

Ｍ  542  ᛂ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ⲷ 野 ༤ ᗣ 教 授

Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

Ｍ  545 ศ 㞳 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

Ｍ  544 ࣉ ロ セ ス シ ス テ ࣒ 工 学 特 ㄽ 2 2 ⥥ 野 ဴ 教 授

ᒾ 㷂 ᬛ ᏹ  教 授

Ｍ  5�� 材 料 ⎔ ቃ 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ அ  教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  132 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

Ｍ  133 計⏬学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

ᾛ  ᚭ 也  教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

Ｍ  261 ᾏ ὒ ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2  2 山 㷂 ဴ 生 教 授

（２）

（㸱）

（㸲）

（㸳） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

科
目
群

㈨※ᚠ⎔科学・工学ࢥース

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

㈨※ᚠ⎔科学・工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ
群科目㸴単位ࠊ㹁群科目　１㸮単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計
。とࡇる࠶㸱１単位以ୖ࡛ࡀ

（注）（１）

㈨※ᚠ⎔科学・工学ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目࠾
。るࡁ࡛ࡀとࡇ㑅ᢥᒚ修するࡽ共通科目の中ࡧࡼ

Ｂ群ࠊ㹁群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ 物 質 ・ 化 学 系

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ ᑓ ᨷ  教 員

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�3 材 料 ࣉ ロ セ ス 学 特 ㄽ 2 2 ℧ 川 㡰 ᗤ  教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

Ｍ  5�6 材 料 ⤌ ⧊ 制 御 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

Ｍ  5�� 機 ⬟ ᛶ 材 料 タ 計 学 特 ㄽ 2 2 中 ᖹ ᩔ 教 授

∾ ᾆ 理 ᜨ  教 授

Ｍ  5�� ⤖ ᬗ 構 㐀 ホ ౯ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⱱ 生 教 授

Ｍ  515 ⎔ ቃ 化 学 特 ㄽ 2 2 ᐃ Ọ 㟹 ᐀  教 授

Ｍ  54� ㈨ ※ 工 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 田 ᨻ ྖ 教 授

Ｍ  54� 物 質 ᚠ ⎔ 科 学 ・ 工 学 特 ㄽ 2 2 Ṋ ⸨ ᫂ ᚨ 教 授

ᚨ ᮏ ຬ ே 講 師

Ｍ  36� 機 ⬟ デ バ イ ス 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮧ 紀 ᩥ 教 授

ⰱ 田 ῟ 教 授

Ｍ  12� ⎔ ቃ 工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2 ྜྷ 田 ⠜ ṇ 教 授

ᮌ ୗ 㐍 一  教 授

Ｍ  131 ⎔ ቃ ಖ  工 学 特 ㄽ Ϩ 2 2  ஂ ಖ 㞞 ❶ 教 授

㯮 ᮌ ᬛ அ  教 授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  253 ᾏ ὒ ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 中 ㇂ ┤ ᶞ  教 授

（２）

　　         　

（㸱）

（㸲）

（㸳）

（㸴） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

（注）（１）

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数 単

マテࣜアࣝ・⎔ቃ材料ࢥース

科
目
群 前　期 後　期

位

担当ḍのࠕiࠖは２１世紀科学研究機構所属の教員。

マテࣜアࣝ・⎔ቃ材料ࢥースࢆ修得する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬ
。るࡁ࡛ࡀとࡇ㑅ᢥᒚ修するࡽ共通科目の中ࡧ

マテࣜアࣝ・⎔ቃ材料ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ
群科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ࡛࠶る
。とࡇ

単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  5�1 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨一 4 ղ

Ｍ  5�2 物質 ・化 学系 特別 ₇⩦ ➨ 4 ղ

Ｍ  5�3 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨一 6 ղ

Ｍ  5�4 物質 ・化 学系 特別 研究 ➨ 6 ղ

Ｂ Ｍ  5�1 材 料 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 i ᯇ   அ 教 授

Ｍ  5�3 材 料 ࣉ ロ セ ス 学 特 ㄽ 2 2 ℧ 川 㡰 ᗤ  教 授

Ｍ  5�4 高   材 料 学 特 ㄽ 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

Ｍ  5�5 ࣉ ロ セ ス  ᛂ 学 特 ㄽ 2 2 ᡂ ⃝ 㞞 紀  教 授

Ｍ  5�6 材 料 ⤌ ⧊ 制 御 学 特 ㄽ 2 2  ୖ ༤ ྐ 教 授

Ｍ  5�� 機 ⬟ ᛶ 材 料 タ 計 学 特 ㄽ 2 2 中 ᖹ ᩔ 教 授

∾ ᾆ 理 ᜨ  教 授

Ｍ  5�� ⤖ ᬗ 構 㐀 ホ ౯ 特 ㄽ 2 2 ᳃ ⱱ 生 教 授

Ｍ  35� ナノ ࢚ࣞ クト ロニ クス 特ㄽ 2 2 ⛅ 田 ᡂ ྖ 教 授

Ｍ  36� 機 ⬟ デ バ イ ス 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ⸨ ᮧ 紀 ᩥ 教 授

ⰱ 田 ῟ 教 授

Ｍ  55� ーᚠ⎔科学・工学特ㄽࢠࣝࢿ࢚ 2 2 Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

ὠஂ ⱱᶞ 教授

㰺 ⸨  㷍  教 授

Ｍ  125 ⇕ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 2 2 㡲 ㈡ 一 彦 教 授

Ｍ  122 ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー ኚ  工 学 特 ㄽ 2 2 㔠 田 ᫀ அ  教 授

Ｍ  12� 工学特ㄽ࣒ーシステࢠࣝࢿ࢚ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳）

（㸴） 科目ྡୗ⥺のᘬࢀた科目はࠊⱥㄒ講義㸭᪥ᮏㄒ講義ࢆ㝸ᖺ࡛㛤講する。

（注）（１） マテࣜアࣝ・ࢠࣝࢿ࢚ー材料ࢥースࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単
位ࠊＢ群科目１２単位以ୖࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単位以ୖ
。とࡇる࠶࡛

担当ḍのࠕiࠖは２１ࠊ世紀科学研究機構所属の教員。

物 質 ・ 化 学 系
ᑓ ᨷ  教 員

マテࣜアࣝ・ࢠࣝࢿ࢚ー材料ࢥースࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群
科目ཬࡧ共通科目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

≀㉁࣭Ꮫ⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

週授業時間数 単

マテࣜアࣝ・ࢠࣝࢿ࢚ー材料ࢥース

科
目
群 前　期 後　期

位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教⫱ 研 究 බ ṇ Ａ 1 ձ

Ａ Ｍ  6�1 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 ₇ ⩦ ➨ 一 4 ղ

Ｍ  6�2 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 ₇ ⩦ ➨  4 ղ

Ｍ  6�3 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 研 究 ➨ 一 6 ղ

Ｍ  6�4 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 研 究 ➨  6 ղ

Ｂ Ｍ  611 㔞 Ꮚ 科 学 特 ㄽ 2 ղ 川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  612 ᭱ ᪂ ᨺ ᑕ ⥺ Ᏻ  ⟶ 理 学 特 ㄽ 2 ղ ⛅ ྜྷ ඃ ྐ  教 授

ዟ 田 修 一 教 授

ྂ 田 㞞 一 教 授

ۍ ඣ ⋢ 㟹 ྖ 教 授

Ｍ  613 ᨺ ᑕ ⥺ 物 理 工 学 特 ㄽ 2 2 ㇂ ཱྀ Ⰻ 一 教 授

Ｍ  614 ᨺᑕ⥺化学・バイ࢜ᛂ⏝理工学特ㄽ 2 2 ྂ 田 㞞 一 教 授

田 中 Ⰻ ᬕ  教 授

Ｍ  615 ᨺ ᑕ ⥺ ་ 学 ・ 㜵 ㆤ 学 特 ㄽ 2 2 ۍ ඣ ⋢ 㟹 ྖ 教 授

ྂ 田 㞞 一 教 授

田 中 Ⰻ ᬕ  教 授

Ｍ  616 高 ᗘ ග 㔞 Ꮚ 科 学 ᢏ ⾡ 特 ㄽ 2 2 Ἑ ᮧ ⿱ 一 教 授

Ｍ  61� 高 ᗘ ⢏ Ꮚ ⥺ 科 学 ᢏ ⾡ 特 ㄽ 2 2 Ἑ ᮧ ⿱ 一 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

ᯇ ᾆ ᐶ ே  教 授

Ｍ  61� ᭱᪂㔞Ꮚᨺᑕ⥺機ჾ工学特ㄽ 2 2 ዟ 田 修 一 教 授

Ｍ  61� 原 Ꮚ ຊ ࢚ ࢿ ࣝ ࢠ ー 工 学 特 ㄽ 2 2 ᯇ ᾆ ᐶ ே  教 授

Ｍ  62� ᨺ ᑕ ⥺ 計   学 特 ㄽ 2 2 ᐑ  ᗈ ᖾ  教 授

Ｍ  621 ᨺ ᑕ ⥺ の ♫  学 特 ㄽ 2 2  教 員

Ｍ  622 㔞Ꮚᨺᑕ⥺ᛂ⏝科学ᢏ⾡ࣇロンテア 2 2 㠀 ᖖ  講 師

Ｍ  623 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 計   ₇ ⩦ 2 2 ㇂ ཱྀ Ⰻ 一 教 授

Ｍ  5�1 ᱁ Ꮚ Ḟ 㝗 学 特 ㄽ 2 2 ᒾ 瀬 ᙲ ᏹ 教 授

ᇼ ྐ ㄝ  教 授

Ｍ  55� ーᚠ⎔科学・工学特ㄽࢠࣝࢿ࢚ 2 2 Ᏻ 田 ᫀ ᘯ 教 授

ὠஂ ⱱᶞ 教授

㰺 ⸨  㷍  教 授

Ｍ  35� Ⲵ 㟁 ⢏ Ꮚ 工 学 特 ㄽ 2 2 川 田 ༤  教 授

Ｍ  32� ග 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ᒾ ఫ ಇ ᫂ 教 授

田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

Ｍ  221 Ᏹ ᐂ ⎔ ቃ  ⏝ 工 学 特 ㄽ 2 2 中 ᮧ 㞞 ኵ  教 授

Ｍ  353 㟁 ☢ Ẽ 物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 野 ཱྀ ᝅ 教 授

川 ཪ 修 一  教 授

Ｍ  354 ప   物 ᛶ 特 ㄽ 2 2 ▼ 田 Ṋ  教 授

 ᡞ ᐶ ᫂  教 授

Ｍ  325 㔞 Ꮚ ሙ の 理 ㄽ 2 2 ຍ ⸨   教 授

Ｍ  326 㔞 Ꮚ ຊ 学 特 ㄽ 2 2 㨶 ఫ 孝 ᖾ 教 授

Ｍ  32� 固 体 㟁 Ꮚ ㄽ 特 ㄽ 2 2 田 ཱྀ ᖾ ᗈ  教 授

Ｍ  32� จ ⦰ 系 物 ᛶ 学 特 ㄽ 2 2 ୕ᮧ ຌḟ㑻 教授

（２）

（㸱）

（㸲） 単位ḍのۑ༳はࠊᚲ修科目。

（㸳）

（注）（１） 㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊ共通教⫱科目１単位ࠊＡ群科目㸶単位ࠊＢ群科目１
２単位以ୖ（ᚲ修㸲単位ࡴྵࢆ）ࢆ修得しࡽࢀࡇࠊと（２）の修得単位数のྜ計ࡀ㸱１単
位以ୖ࡛࠶るࡇと。

㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学ศ野ࢆᒚ修する者はࠊのศ野ࠊᑓᨷの༤ኈ前期ㄢ⛬Ｂ群科目ཬࡧ共通科
目の中ࡽ㑅ᢥᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

Ｂ群科目࡚࠸ࡘはࠊのศ野ࠊᑓᨷ所属する者ࡶᒚ修するࡇとࡁ࡛ࡀる。

担当ḍのࠖۍࠕはࠊ理学系研究科所属の教員。

㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系
ᑓ ᨷ  教 員

㔞Ꮚᨺᑕ⥺⣔ᑓᨷࠉ博士前期課程

㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学ศ野　ᶆ‽ᒚ修ㄢ⛬

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

Ｍ  631 工 学 特 別 講 義 2 2 㠀 ᖖ  講 師 ▱ⓗ㈈⏘ᶒ

修得した単位はＡ群ࠊＢ群以外の共通科目の単位とする。

科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

イノ࣋ーシࣙンฟᆺ研究者㣴ᡂ 2 2 ᯇ   அ 教 授

修得した単位はＡ群ࠊＢ群以外の共通科目の単位とする。

科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

ᅜ 㝿 ⎔ ቃ 学 特 ㄽ 2 2 ᶓ 山 Ⰻ ᖹ 教 授

⎔ቃ࣑ࢥュニࢣーシࣙン特ㄽ 2 2 ➉ 中 つ カ 教 授

ᅜ 㝿 ⎔ ቃ ά ື 特 別 ₇ ⩦ 2  ሯ ⪔ ྖ 教 授

（２）ᅜ㝿⎔ቃάື特別₇⩦はࠊᅜ㝿⎔ቃ学特ㄽࡧࡼ࠾⎔ቃ࣑ࢥュニࢣーシࣙン特ㄽࢆ
　　　ᒚ修した者࡛࠸࡞とᒚ修࡛࠸࡞ࡁ。

（注）

前　期 後　期
位

（注） （１）修得した単位は修㈨᱁所せ単位数は算入し࠸࡞。

週授業時間数 単

学㝔共通教⫱科目（ᅜ㝿⎔ቃάືࣉログラ࣒）

（注）

学㝔共通教⫱科目

週授業時間数
単

前 期 後 期 位

工学共通科目

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ａ 1 ①

Ａ Ｍ  101 機 械 系 特 別 演 習 第 一 4 ②

Ｍ  102 機 械 系 特 別 演 習 第 二 4 ② 機 械 系 専 攻

Ｍ  103 機 械 系 特 別 研 究 第 一 6 ② 全 教 員

Ｍ  104 機 械 系 特 別 研 究 第 二 6 ②

Ｂ Ｍ  114 機 械 材 料 強 度 学 2 2 楳 田 努 准 教 授

Ｍ  116 加 工 学 特 論 2 2 谷 水 義 隆 教 授

Ｍ  121 防 振 ・ 防 音 工 学 特 論 2 2 伊 藤 智 博 教 授

Ｍ  125 熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 須 賀 一 彦 教 授

Ｍ  126 燃 焼 現 象 2 2 瀬 川 大 資 教 授

Ｍ  127 流 体 工 学 特 論 2 2 高 比 良 裕 之 教 授

Ｍ  132 環 境 保 全 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 大 久 保 雅 章 教 授

Ｍ  133 エネルギーシステム計画学特論 2 2 横 山 良 平 教 授

涌 井 徹 也 准 教 授

Ｍ  134 精 密 工 学 特 論 2 2 菊 田 久 雄 教 授

Ｍ  225 航 空 宇 宙 工 学 特 論 2 2 航空宇宙工学分野全教員

Ｍ  264 海 洋 シ ス テ ム 工 学 特 論 2 2 海洋システム工学分野全教授

※ Ｍ  313 応 用 解 析 特 論 2 2 壁 谷 喜 継 教 授

Ｍ  314 応 用 数 学 特 論 2 2 松 永 秀 章 教 授

Ｍ  319 数 値 解 析 学 特 論 2 2 山 岡 直 人 准 教 授

Ｍ  326 量 子 力 学 特 論 2 2 魚 住 孝 幸 教 授

Ｍ  322 多 変 量 解 析 特 論 2 2 兵 頭 昌 准 教 授

Ｍ  321 非 線 形 解 析 特 論 2 2 川 上 竜 樹 准 教 授

Ｍ  352 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 電子物理工学分野全教授

Ｍ  427 デ ジ タ ル 信 号 処 理 特 論 2 2 林 海 准 教 授

Ｍ  464 知 能 情 報 特 論 Ⅱ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  525 応 用 化 学 特 論 Ⅲ 2 2 応用化学分野全教授

Ｍ  552 化学工学・プロセス工学特論Ⅰ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ  572 結 晶 物 理 学 特 論 2 2 沼 倉 宏 教 授

Ｍ  613 放 射 線 物 理 工 学 特 論 2 2 谷 口 良 一 教 授

（２）

（３）

（４）

（５） 本コースは外国人留学生に適用し、表中の科目は全て英語で講義する。

（注）（１） 機械系専攻英語コースを履修する者は、共通教育科目１単位、Ａ群科目８単位、Ｂ群科目
１２単位以上を修得し、これらと（２）の修得単位数の合計が３１単位以上であること。

機械系専攻英語コースを履修する者は、他の分野、専攻の博士前期課程Ｂ群科目、共通科
目及び推奨される科目（※）の中から選択履修することができる。

Ｂ群科目については、他の分野、専攻に所属する者も履修することができる。

単位欄の○印は、必修科目。

機械系専攻　博士前期課程

機械系専攻英語コース

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ａ 1 ①

Ａ Ｍ  201 航空宇宙海洋系特別演習第一 4 ②

Ｍ  202 航空宇宙海洋系特別演習第二 4 ② 航 空 宇 宙 海 洋 系

Ｍ  203 航空宇宙海洋系特別研究第一 6 ② 専 攻 全 教 員

Ｍ  204 航空宇宙海洋系特別研究第二 6 ②

Ｂ Ｍ  211 Ẽ 体 力 学 特 論 2 2 ᪂ 井 隆 ᬒ 教 授

ᆏ 上 ᪼ ྐ 准 教 授

Ｍ  215 航 空 推 㐍 工 学 特 論 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｍ  225 航 空 宇 宙 工 学 特 論 2 2 航空宇宙工学分野全教員

Ｍ　251 海 洋 シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｍ　252 海 洋 シ ス テ ム タ 計 工 学 特 論 2 2 ᭷ 㤿 正  教 授

Ｍ　253 海 洋 環 境 学 特 論 2 2 中 谷 直 樹 准 教 授

Ｍ　254 海 洋 環 境 情 報 特 論 2 2 ᪂ 井 ບ 准 教 授

Ｍ　255 海 洋 物 理 工 学 特 論 2 2 㤿 ሙ 信 ᘯ 教 授

Ｍ　256 海 洋 ㍺ ㏦ 工 学 特 論 2 2 ∦ 山 徹 教 授

Ｍ　257 ᾋ 体 㐠 ື 学 特 論 2 2 二 ⎼ Ὀ ⠊ 准 教 授

Ｍ　25� ⯪ ⯧ 流 体 力 学 特 論 2 2 㤿 ሙ 信 ᘯ 教 授

∦ 山 徹 教 授

非 常 勤 講 師

Ｍ　259 ⯪ 体 ᵓ 㐀 タ 計 特 論 2 2 ῝ ἑ ሪ 一 教 授

Ｍ　260 海 洋 ᵓ 㐀 力 学 特 論 2 2 ᆤ 㒓 ᑦ 准 教 授

ᰘ ཎ 正  准 教 授

Ｍ　264 海 洋 シ ス テ ム 工 学 特 論 2 2 海洋システム工学分野全教授

Ｍ　125 熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 須 賀 一 彦 教 授

※ Ｍ  313 応 用 解 析 特 論 2 2 壁 谷 喜 継 教 授

Ｍ　314 応 用 数 学 特 論 2 2 松 永 秀 章 教 授

Ｍ  319 数 値 解 析 学 特 論 2 2 山 岡 直 人 准 教 授

Ｍ　326 量 子 力 学 特 論 2 2 魚 住 孝 幸 教 授

Ｍ　322 多 変 量 解 析 特 論 2 2 兵 頭 昌 准 教 授

Ｍ  321 非 線 形 解 析 特 論 2 2 川 上 竜 樹 准 教 授

Ｍ　352 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 電子物理工学分野全教授

Ｍ　427 デ ジ タ ル 信 号 処 理 特 論 2 2 林 海 准 教 授

Ｍ　464 知 能 情 報 特 論 Ⅱ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ　525 応 用 化 学 特 論 Ⅲ 2 2 応用化学分野全教授

Ｍ　552 化学工学・プロセス工学特論Ⅰ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ　572 結 晶 物 理 学 特 論 2 2 沼 倉 宏 教 授

Ｍ　613 放 射 線 物 理 工 学 特 論 2 2 谷 口 良 一 教 授

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 科目ྡにୗ線のᘬかれࡓ科目は、英語講義㸭᪥本語講義を㝸ᖺで㛤講する。

単位欄の○印は、必修科目。

本コースは外国人留学生に適用し、表中の科目は全て英語で講義する。

他
分
野
・
他
専
攻
ᥦ
౪
科
目

（注）（１） 航空宇宙海洋系英語コースを履修する者は、共通教育科目１単位、Ａ群科目８単位、Ｂ群
科目１２単位以上を修得し、これらと（２）の修得単位数の合計が３１単位以上であるこ
と。

航空宇宙海洋系英語コースを履修する者は、他の分野、専攻の博士前期課程Ｂ群科目、共
通科目及び推奨される科目（※）の中から選択履修することができる。

Ｂ群科目については、他の分野、専攻に所属する者も履修することができる。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系専攻　博士前期課程

航空宇宙海洋系英語コース

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ａ 1 ①

Ａ Ｍ  301 電 子 ・ 数 物 系 特 別 演 習 第 一 4 ②

Ｍ  302 電 子 ・ 数 物 系 特 別 演 習 第 二 4 ② 電 子 ・ 数 物 系 専 攻

Ｍ  303 電 子 ・ 数 物 系 特 別 研 究 第 一 6 ② 全 教 員

Ｍ  304 電 子 ・ 数 物 系 特 別 研 究 第 二 6 ②

Ｂ Ｍ  313 応 用 解 析 特 論 2 2 壁 谷 喜 継 教 授

Ｍ  314 応 用 数 学 特 論 2 2 松 永 秀 章 教 授

Ｍ  319 数 値 解 析 学 特 論 2 2 山 岡 直 人 准 教 授

Ｍ  326 量 子 力 学 特 論 2 2 魚 住 孝 幸 教 授

Ｍ  322 多 変 量 解 析 特 論 2 2 兵 頭 昌 准 教 授

Ｍ  321 非 線 形 解 析 特 論 2 2 川 上 竜 樹 准 教 授

Ｍ  332 量 子 ື 力 学 特 論 2 2 野 ሙ ㈼ 一 講 師

Ｍ  351 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅰ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  363 ᭷ 機 ග 物 理 特 論 2 2 ᑠ 林 隆 ྐ 准 教 授

Ｍ  367 電子・ࣅࣥ࢜ーム工学特論 2 2 Ᏻ 田 雅  准 教 授

Ｍ  365 ࣞ ー ࢨ ー 工 学 特 論 2 2  田  ྖ 准 教 授

Ｍ  366 電 子 セ ࣛ ࣑ ࢵ ࢡ ス 特 論 2 2 ྜྷ ᮧ Ṋ 准 教 授

Ｍ  352 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 電子物理工学分野全教授

※ Ｍ  125 熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 須 賀 一 彦 教 授

Ｍ  225 航 空 宇 宙 工 学 特 論 2 2 航空宇宙工学分野全教員

Ｍ  264 海 洋 シ ス テ ム 工 学 特 論 2 2 海洋システム工学分野全教授

Ｍ  427 デ ジ タ ル 信 号 処 理 特 論 2 2 林 海 准 教 授

Ｍ  464 知 能 情 報 特 論 Ⅱ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  525 応 用 化 学 特 論 Ⅲ 2 2 応用化学分野全教授

Ｍ  553 化学工学・プロセス工学特論Ⅰ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ  572 結 晶 物 理 学 特 論 2 2 沼 倉 宏 教 授

Ｍ  613 放 射 線 物 理 工 学 特 論 2 2 谷 口 良 一 教 授

（注）　（１）

（２）

（３）

（４）

（５） 本コースは外国人留学生に適用し、表中の科目は全て英語で講義する。
（㸴） 科目ྡにୗ線のᘬかれࡓ科目は、英語講義㸭᪥本語講義を㝸ᖺで㛤講する。

電子・数物系専攻英語コースを履修する者は、共通教育科目１単位、Ａ群科目８単位、Ｂ
群科目１２単位以上を修得し、これらと（２）の修得単位数の合計が３１単位以上である
こと。

電子・数物系専攻英語コースを履修する者は、他の分野、専攻の博士前期課程Ｂ群科目、
共通科目及び推奨される科目（※）の中から選択履修することができる。

Ｂ群科目については、他の分野、専攻に所属する者も履修することができる。

単位欄の○印は、必修科目。

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀系専攻　博士前期課程

電子・数物系専攻英語コース

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ａ 1 ①

Ａ Ｍ  401 電 Ẽ ・ 情 報 系 特 別 演 習 第 一 4 ②

Ｍ  402 電 Ẽ ・ 情 報 系 特 別 演 習 第 二 4 ②

Ｍ  403 電 Ẽ ・ 情 報 系 特 別 研 究 第 一 6 ②

Ｍ  404 電 Ẽ ・ 情 報 系 特 別 研 究 第 二 6 ②

Ｂ Ｍ  421 通 信 ネ ࢵ ࢺ ࣡ ー ࢡ 特 論 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｍ  415 電 Ẽ シ ス テ ム ไ ᚚ 工 学 特 論 2 2 ཎ ᑦ 之 准 教 授

Ｍ  427 デ ジ タ ル 信 号 処 理 特 論 2 2 林 海 准 教 授

Ｍ  462 計 ⟬ 知 能 特 論 2 2 ▼ ῲ 久 生 教 授

能 ᓥ 裕  准 教 授

Ｍ  466 知 能 情 報 特 論 Ⅰ 2 2 知能情報工学分野全教員

Ｍ  464 知 能 情 報 特 論 Ⅱ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  125 熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 須 賀 一 彦 教 授

Ｍ  225 航 空 宇 宙 工 学 特 論 2 2 航空宇宙工学分野全教員

Ｍ  313 応 用 解 析 特 論 2 2 壁 谷 喜 継 教 授

Ｍ  314 応 用 数 学 特 論 2 2 松 永 秀 章 教 授

Ｍ  319 数 値 解 析 学 特 論 2 2 山 岡 直 人 准 教 授

Ｍ  322 多 変 量 解 析 特 論 2 2 兵 頭 昌 准 教 授

Ｍ  321 非 線 形 解 析 特 論 2 2 川 上 竜 樹 准 教 授

Ｍ  352 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 電子物理工学分野全教授

Ｍ  525 応 用 化 学 特 論 Ⅲ 2 2 応用化学分野全教授

※ Ｍ  264 海 洋 シ ス テ ム 工 学 特 論 2 2 海洋システム工学分野全教授

Ｍ  326 量 子 力 学 特 論 2 2 魚 住 孝 幸 教 授

Ｍ  552 化学工学・プロセス工学特論Ⅰ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ  572 結 晶 物 理 学 特 論 2 2 沼 倉 宏 教 授

Ｍ  613 放 射 線 物 理 工 学 特 論 2 2 谷 口 良 一 教 授

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 科目ྡにୗ線のᘬかれࡓ科目は、英語講義㸭᪥本語講義を㝸ᖺで㛤講する。

Ｂ群科目については、他の分野、専攻に所属する者も履修することができる。

単位欄の○印は、必修科目。

本コースは外国人留学生に適用し、表中の科目はすて英語で講義する。

電 Ẽ ・ 情 報 系
専 攻 全 教 員

（注）（１） 電Ẽ・情報系専攻英語コースを履修する者は、共通教育科目１単位、Ａ群科目８単位、Ｂ
群科目１２単位以上を修得し、これらと（２）の修得単位数の合計が３１単位以上である
こと。

電Ẽ・情報系専攻英語コースを履修する者は、他の分野、専攻の博士前期課程Ｂ群科目及
び共通科目、推奨科目（※）の中から選択履修することができる。

㟁Ẽ࣭ሗ系専攻　博士前期課程

電Ẽ・情報系専攻英語コース

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ａ 1 ①

Ａ Ｍ  501 物 ㉁ ・ 化 学 系 特 別 演 習 第 一 4 ②

Ｍ  502 物 ㉁ ・ 化 学 系 特 別 演 習 第 二 4 ② 物 ㉁ ・ 化 学 系 専 攻

Ｍ  503 物 ㉁ ・ 化 学 系 特 別 研 究 第 一 6 ② 全 教 員

Ｍ  504 物 ㉁ ・ 化 学 系 特 別 研 究 第 二 6 ②

Ｂ Ｍ  513  応 物 理 化 学 特 論 2 2 松 岡 雅 也 教 授

➉ ෆ 雅 人 准 教 授

Ｍ  514 電 Ẽ 化 学 特 論 2 2 井 上 博 ྐ 教 授

ᵽ 口 ᰤ ḟ 准 教 授

Ｍ  520 生 体 高 分 子 化 学 特 論 2 2 Ἑ 野  ྖ 教 授

ཎ 田 ᩔ ྐ 准 教 授

Ｍ  526 ࢼ ࣀ ・ ࣂ  ࢜ 化 学 特 論 2 2 ᗋ Ἴ ᚿ 保 准 教 授

ඣ ᓥ ༓ ᜨ 准 教 授

Ｍ  523 応 用 化 学 特 論 Ⅰ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  525 応 用 化 学 特 論 Ⅲ 2 2 応用化学分野全教授

Ｍ  552 化学工学・プロセス工学特論Ⅰ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ  553 化学工学・プロセス工学特論Ⅱ 2 2 化学工学分野全教員

Ｍ  572 結 晶 物 理 学 特 論 2 2 沼 倉 宏 教 授

Ｍ  575 プ ロ セ ス  応 学 特 論 2 2 ᡂ ⃝ 雅 ⣖ 准 教 授

Ｍ  5�6 ࣐ テ ࣜ  ル 工 学 特 論 2 2 ル工学分野全教員テ࣐ࣜ

Ｍ  125 熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2 須 賀 一 彦 教 授

Ｍ  352 電 子 物 理 工 学 特 論 Ⅱ 2 2 電子物理工学分野全教授

Ｍ  464 知 能 情 報 特 論 Ⅱ 2 2 非 常 勤 講 師

Ｍ  613 放 射 線 物 理 工 学 特 論 2 2 谷 口 良 一 教 授

※ Ｍ  653 科学・材料特別講義ϱ㹔ࣀࢼ 2 2 ụ 野  一 講 師

Ｍ  651 科学・材料特別講義ϱⅢࣀࢼ 2 2 山 田 ᗄ 也 講 師

Ｍ  656 科学・材料特別講義ϱϯࣀࢼ 2 2 ட 川 孝 講 師

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 科目ྡにୗ線のᘬかれࡓ科目は、英語講義㸭᪥本語講義を㝸ᖺで㛤講する。

本コースは外国人留学生に適用し、表中の科目は全て英語で講義する。

（注）（１） 物㉁・化学系専攻英語コースを履修する者は、共通教育科目１単位、Ａ群科目８単位、Ｂ
群科目１２単位以上を修得し、これらと（２）の修得単位数の合計が３１単位以上である
こと。
物㉁・化学系専攻英語コースを履修する者は、他の分野、専攻の博士前期課程Ｂ群科目、
共通科目、及び推奨される科目（※）の中から選択履修することができる。

Ｂ群科目については、他の分野、専攻に所属する者も履修することができる。

単位欄の○印は、必修科目。

≀㉁࣭Ꮫ系専攻　博士前期課程

物㉁・化学系専攻英語コース

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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'LYLVLRQ�RI�0HFKDQLFDO�(QJLQHHULQJ㸦0DVWHU
V　&RXUVHV㸧

(QJOLVK &RXUVH RI 'LYLVLRQ RI 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ

&RGH 6XEMHFWV &UHGLWV ,QVWUXFWRUV 1RWHV

5HVHDUFK ,QWHJULW\ $ 1 ①
*UDGXDWH�6FKRRO
&RPPRQ�&RXUVHV

Ａ Ｍ 101 $GYDQFHG 6HPLQDU LQ 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ Ⅰ 4 ②

Ｍ 102 $GYDQFHG 6HPLQDU LQ 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ Ⅱ 4 ②

Ｍ 103 6SHFLDO 3URMHFW LQ 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ Ⅰ 6 ②

Ｍ 104 6SHFLDO 3URMHFW LQ 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ Ⅱ 6 ②

Ｂ Ｍ 114 6WUHQJWK RI 0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ 0DWHULDOV 2 2 7VXWRPX 80('$

Ｍ 116 $GYDQFHG 0DQXIDFWXULQJ (QJLQHHULQJ 2 2 <RVKLWDND 7$1,0,=8

Ｍ 121 9LEUDWLRQ 	 1RLVH 5HGXFWLRQ (QJLQHHULQJ 2 2 7RPRKLUR ,72

Ｍ 125 7KHUPDO (QHUJ\ (QJLQHHULQJ 2 2 .D]XKLNR 68*$

Ｍ 126 &RPEXVWLRQ 3KHQRPHQD 2 2 'DLVXNH 6(*$:$

Ｍ 127 $GYDQFHG )OXLG 0HFKDQLFV 2 2 +LUR\XNL 7$.$+,5$

Ｍ 132 $GYDQFHG 7RSLFV LQ (QYLURQPHQWDO 2 2 0DVDDNL 2.8%2

3URWHFWLRQ (QJLQHHULQJ Ⅱ

Ｍ 133 $GYDQFHG (QHUJ\ 6\VWHPV 'HVLJQ 2 2 5\RKHL <2.2<$0$

7HWVX\D :$.8,

Ｍ 134 $GYDQFHG 3UHFLVLRQ (QJLQHHULQJ 2 2 +LVDR .,.87$

Ｍ 225 $GYDQFHG 7RSLFV LQ $HURVSDFH (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 264 )XQGDPHQWDOV RI 0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ 2 2

※ Ｍ 313 $GYDQFHG $SSOLHG $QDO\VLV 2 2 <RVKLWVXJX .$%(<$

Ｍ 314 $GYDQFHG $SSOLHG 0DWKHPDWLFV 2 2 +LGHDNL 0$7681$*$

Ｍ 319 $GYDQFHG 1XPHULFDO $QDO\VLV 2 2 1DRWR <$0$2.$

Ｍ 326 $GYDQFHG 4XDQWXP 0HFKDQLFV 2 2 7DND\XNL 82=80,

Ｍ 322 $GYDQFHG 0XOWLYDULDWH $QDO\VLV 2 2 0DVDVKL +<2'2

Ｍ 321 $GYDQFHG 1RQOLQHDU $QDO\VLV 2 2 7DWVXNL .$:$.$0,

Ｍ 352 2 2

Ｍ 427 $GYDQFHG 'LJLWDO 6LJQDO 3URFHVVLQJ 2 2 .DL /,1

Ｍ 464 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅱ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 525 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅲ 2 2

Ｍ 552 2 2

Ｍ 572 $GYDQFHG &U\VWDO 3K\VLFV 2 2 +LURVKL 180$.85$

Ｍ 613 $GYDQFHG 7HFKQRORJ\ LQ 5DGLDWLRQ 3K\VLFV 2 2 5\RLFKL 7$1,*8&+,

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 3URIHVVRU�$VVRFLDWH 3URIHVVRU�/HFWXUHU

7KLV FRXUVH LV IRU LQWHUQDWLRQDO VWXGHQWV DQG DOO WKH OHFWXUHV DUH JLYHQ LQ (QJOLVK�

5HPDUNV

6WXGHQWV PXVW DFTXLUH DW OHDVW 31 FUHGLWV ZKLFK FRPSULVH 1 FUHGLW IRU �5HVHDUFK ,QWHJULW\
$�� � FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS $� DW OHDVW 12 FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS %� DQG
UHPDLQLQJ FUHGLWV IRU VXEMHFWV VWDWHG LQ UHPDUN �２��

6WXGHQWV PD\ DFTXLUH UHPDLQLQJ FUHGLWV E\ FKRRVLQJ VXEMHFWV LQ JURXS % SURYLGHG E\ RWKHU
'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV� DQG FRPPRQ�UHFRPPHQGHG VXEMHFWV LQ JURXS ※�

7KH VXEMHFWV LQ JURXS % DUH RSHQ IRU VWXGHQWV LQ RWKHU 'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV�

7KH VXEMHFWV ZLWK WKHLU FUHGLWV FLUFOHG DUH FRPSXOVRU\�

$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅰ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&KHPLFDO (QJLQHHULQJ

*
U
R
X
S

8QLWV SHU ZHHN

)LUVW
VHPHVWHU

6HFRQG
VHPHVWHU

$OO SURIHVVRUV
LQ 'LYLVLRQ RI

0HFKDQLFDO (QJLQHHULQJ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

$HURVSDFH (QJLQHHULQJ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

0DULQH�6\VWHP  (QJLQHHULQJ

$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV
DQG (OHFWURQLFV Ⅱ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
$SSOLHG &KHPLVWU\
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'LYLVLRQ�RI�$HURVSDFH�DQG�0DULQH�6\VWHP��(QJLQHHULQJ㸦0DVWHU
V　&RXUVHV㸧

(QJOLVK &RXUVH RI 'LYLVLRQ RI $HURVSDFH DQG 0DULQH�6\VWHP (QJLQHHULQJ

&RGH 6XEMHFWV &UHGLWV ,QVWUXFWRUV 1RWHV

5HVHDUFK ,QWHJULW\ $ 1 ①
*UDGXDWH�6FKRRO
&RPPRQ�&RXUVHV

Ａ Ｍ 201
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ $HURVSDFH DQG
0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ Ⅰ

4 ②

Ｍ 202
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ $HURVSDFH DQG
0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ Ⅱ

4 ②

Ｍ 203
6SHFLDO 3URMHFW LQ $HURVSDFH DQG
0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ Ⅰ

6 ②

Ｍ 204
6SHFLDO 3URMHFW LQ $HURVSDFH DQG
0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ Ⅱ

6 ②

Ｂ Ｍ 211 $GYDQFHG *DV '\QDPLFV 2 2 7DNDNDJH $5$,

6KRML 6$.$8(

Ｍ 215 $GYDQFHG $LUFUDIW 3URSXOVLRQ 2 2 6KLJHUX 681$'$

Ｍ 225 $GYDQFHG 7RSLFV LQ $HURVSDFH (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 251 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 0DULQH 6\VWHP 3ODQQLQJ 2 2 7HWVXR <$0$=$.,

Ｍ 252 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 0DULQH 6\VWHPV 'HVLJQ 2 2 0DVDND]X $5,0$

Ｍ 253 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 0DULQH (QYLURQPHQWV 2 2 1DRNL 1$.$7$1,

Ｍ 254 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 0DULQH (QYLURQPHQW 0HDVXUHPHQWV 2 2 5HL $5$,

Ｍ 255 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 3K\VLFDO 2FHDQRJUDSK\ 2 2 1REXKLUR %$%$

Ｍ 256 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 0DULQH 7UDQVSRUWDWLRQ 2 2 7RUX .$7$<$0$

Ｍ 257 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ '\QDPLFV RI )ORDWLQJ %RGLHV 2 2 <DVXQRUL 1,+(,

Ｍ 25� $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 6KLS +\GURG\QDPLFV 2 2 1REXKLUR %$%$

7RUX .$7$<$0$

6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 259 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 6KLS 6WUXFWXUDO 'HVLJQ 2 2 7RLFKL )8.$6$:$

Ｍ 260 $GYDQFHG 7KHRU\ LQ 2FHDQ 6WUXFWXUH (QJLQHHULQJ 2 2 7DNDVKL 768%2*2

0DVDND]X 6+,%$+$5$

Ｍ 264 )XQGDPHQWDOV RI 0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 125 7KHUPDO (QHUJ\ (QJLQHHULQJ 2 2 .D]XKLNR 68*$

※ Ｍ 313 $GYDQFHG $SSOLHG $QDO\VLV 2 2 <RVKLWVXJX .$%(<$

Ｍ 314 $GYDQFHG $SSOLHG 0DWKHPDWLFV 2 2 +LGHDNL 0$7681$*$

Ｍ 319 $GYDQFHG 1XPHULFDO $QDO\VLV 2 2 1DRWR <$0$2.$

Ｍ 326 $GYDQFHG 4XDQWXP 0HFKDQLFV 2 2 7DND\XNL 82=80,

Ｍ 322 $GYDQFHG 0XOWLYDULDWH $QDO\VLV 2 2 0DVDVKL +<2'2

Ｍ 321 $GYDQFHG 1RQOLQHDU $QDO\VLV 2 2 7DWVXNL .$:$.$0,

Ｍ 352 2 2

Ｍ 427 $GYDQFHG 'LJLWDO 6LJQDO 3URFHVVLQJ 2 2 .DL /,1

Ｍ 464 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅱ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 525 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅲ 2 2

Ｍ 552 2 2

Ｍ 572 $GYDQFHG &U\VWDO 3K\VLFV 2 2 +LURVKL 180$.85$

Ｍ 613 $GYDQFHG 7HFKQRORJ\ LQ 5DGLDWLRQ 3K\VLFV 2 2 5\RLFKL 7$1,*8&+,

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 3URIHVVRU�$VVRFLDWH 3URIHVVRU�/HFWXUHU

7KLV FRXUVH LV IRU LQWHUQDWLRQDO VWXGHQWV DQG DOO WKH OHFWXUHV DUH JLYHQ LQ (QJOLVK�

5HPDUNV

6WXGHQWV PXVW DFTXLUH DW OHDVW 31 FUHGLWV ZKLFK FRPSULVH 1 FUHGLW IRU �5HVHDUFK ,QWHJULW\ $��
� FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS $� DW OHDVW 12 FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS %� DQG UHPDLQLQJ
FUHGLWV IRU VXEMHFWV VWDWHG LQ UHPDUN �２��

6WXGHQWV PD\ DFTXLUH UHPDLQLQJ FUHGLWV E\ FKRRVLQJ VXEMHFWV LQ JURXS % SURYLGHG E\ RWKHU
'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV� DQG FRPPRQ�UHFRPPHQGHG VXEMHFWV LQ JURXS ※�

7KH VXEMHFWV LQ JURXS % DUH RSHQ IRU VWXGHQWV LQ RWKHU 'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV�

7KH VXEMHFWV ZLWK WKHLU FUHGLWV FLUFOHG DUH FRPSXOVRU\�

$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅰ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&KHPLFDO (QJLQHHULQJ

*
U
R
X
S

8QLWV SHU ZHHN

)LUVW
VHPHVWHU

6HFRQG
VHPHVWHU

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'LYLVLRQ RI

$HURVSDFH DQG 0DULQH
�6\VWHP (QJLQHHULQJ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

$HURVSDFH (QJLQHHULQJ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

0DULQH�6\VWHP (QJLQHHULQJ

$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV
DQG (OHFWURQLFV Ⅱ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
$SSOLHG &KHPLVWU\
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'LYLVLRQ�RI�(OHFWURQLFV�0DWKHPDWLFV�DQG�3K\VLFV㸦0DVWHU
V　&RXUVHV㸧

(QJOLVK &RXUVH RI 'LYLVLRQ RI (OHFWURQLFV�0DWKHPDWLFV�DQG 3K\VLFV

&RGH 6XEMHFWV &UHGLWV ,QVWUXFWRUV 1RWHV

5HVHDUFK ,QWHJULW\ $ 1 ①
*UDGXDWH�6FKRRO
&RPPRQ�&RXUVHV

Ａ Ｍ 301
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ (OHFWURQLFV�
0DWKHPDWLFV DQG 3K\VLFV Ⅰ

4 ②

Ｍ 302
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ (OHFWURQLFV�
0DWKHPDWLFV DQG 3K\VLFV Ⅱ

4 ②

Ｍ 303
6SHFLDO 3URMHFW LQ (OHFWURQLFV�
0DWKHPDWLFV DQG 3K\VLFV Ⅰ

6 ②

Ｍ 304
6SHFLDO 3URMHFW LQ (OHFWURQLFV�
0DWKHPDWLFV DQG 3K\VLFV Ⅱ

6 ②

Ｂ Ｍ 313 $GYDQFHG $SSOLHG $QDO\VLV 2 2 <RVKLWVXJX .$%(<$

Ｍ 314 $GYDQFHG $SSOLHG 0DWKHPDWLFV 2 2 +LGHDNL 0$7681$*$

Ｍ 319 $GYDQFHG 1XPHULFDO $QDO\VLV 2 2 1DRWR <$0$2.$

Ｍ 326 $GYDQFHG 4XDQWXP 0HFKDQLFV 2 2 7DND\XNL 82=80,

Ｍ 322 $GYDQFHG 0XOWLYDULDWH $QDO\VLV 2 0DVDVKL +<2'2

Ｍ 321 $GYDQFHG 1RQOLQHDU $QDO\VLV 2 2 7DWVXNL .$:$.$0,

Ｍ 332 $GYDQFHG 4XDQWXP '\QDPLFV 2 2 .HQLFKL 12%$

Ｍ 351 $GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV Ⅰ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 363 3KRWRSK\VLFV RI 2UJDQLF 0DWHULDOV 2 2 7DNDVKL .2%$<$6+,

Ｍ 367 $GYDQFHG (OHFWURQ DQG ,RQ %HDP 7HFKQRORJ\ 2 2 0DVDDNL <$68'$

Ｍ 365 $GYDQFHG /DVHU (QJLQHHULQJ 2 2 .HQML :$'$

Ｍ 366 $GYDQFHG (OHFWURFHUDPLFV 2 2 7DNHVKL <26+,085$

Ｍ 352 2 2

※ Ｍ 125 7KHUPDO (QHUJ\ (QJLQHHULQJ 2 2 .D]XKLNR 68*$

Ｍ 225 $GYDQFHG 7RSLFV LQ $HURVSDFH (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 264 )XQGDPHQWDOV RI 0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 427 $GYDQFHG 'LJLWDO 6LJQDO 3URFHVVLQJ 2 2 .DL /,1

Ｍ 464 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅱ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 525 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅲ 2 2

Ｍ 553 2 2

Ｍ 572 $GYDQFHG &U\VWDO 3K\VLFV 2 2 +LURVKL 180$.85$

Ｍ 613 $GYDQFHG 7HFKQRORJ\ LQ 5DGLDWLRQ 3K\VLFV 2 2 5\RLFKL 7$1,*8&+,

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 3URIHVVRU�$VVRFLDWH 3URIHVVRU�/HFWXUHU

7KLV FRXUVH LV IRU LQWHUQDWLRQDO VWXGHQWV DQG DOO WKH OHFWXUHV DUH JLYHQ LQ (QJOLVK�

5HPDUNV

6WXGHQWV PXVW DFTXLUH DW OHDVW 31 FUHGLWV ZKLFK FRPSULVH 1 FUHGLW IRU �5HVHDUFK ,QWHJULW\
$�� � FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS $� DW OHDVW 12 FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS %� DQG
UHPDLQLQJ FUHGLWV IRU VXEMHFWV VWDWHG LQ UHPDUN �２��

6WXGHQWV PD\ DFTXLUH UHPDLQLQJ FUHGLWV E\ FKRRVLQJ VXEMHFWV LQ JURXS % SURYLGHG E\ RWKHU
'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV� DQG FRPPRQ�UHFRPPHQGHG VXEMHFWV LQ JURXS ※�

7KH VXEMHFWV LQ JURXS % DUH RSHQ IRU VWXGHQWV LQ RWKHU 'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV�

7KH VXEMHFWV ZLWK WKHLU FUHGLWV FLUFOHG DUH FRPSXOVRU\�

$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅰ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&KHPLFDO (QJLQHHULQJ

*
U
R
X
S

8QLWV SHU ZHHN

)LUVW
VHPHVWHU

6HFRQG
VHPHVWHU

$OO IDFXOW\
PHPEHUV LQ 'LYLVLRQ

RI (OHFWURQLFV�
0DWKHPDWLFV�DQG

3K\VLFV

$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV
DQG (OHFWURQLFV Ⅱ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

$HURVSDFH (QJLQHHULQJ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
0DULQH�6\VWHP
(QJLQHHULQJ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
$SSOLHG &KHPLVWU\
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'LYLVLRQ�RI�(OHFWULFDO�(QJLQHHULQJ�DQG�,QIRUPDWLRQ�6FLHQFH㸦0DVWHU
V　&RXUVHV㸧

(QJOLVK &RXUVH RI 'LYLVLRQ RI (OHFWULFDO (QJLQHHULQJ DQG ,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH

&RGH 6XEMHFWV &UHGLWV ,QVWUXFWRUV 1RWHV

5HVHDUFK ,QWHJULW\ $ 1 ①
*UDGXDWH�6FKRRO
&RPPRQ�&RXUVHV

Ａ Ｍ 401
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ (OHFWULFDO (QJLQHHULQJ
DQG ,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH Ⅰ

4 ②

Ｍ 402
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ (OHFWULFDO (QJLQHHULQJ
DQG ,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH Ⅱ

4 ②

Ｍ 403
6SHFLDO 3URMHFW LQ (OHFWULFDO (QJLQHHULQJ
DQG ,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH Ⅰ

6 ②

Ｍ 404
6SHFLDO 3URMHFW LQ (OHFWULFDO (QJLQHHULQJ
DQG ,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH Ⅱ

6 ②

Ｂ Ｍ 421 $GYDQFHG &RPPXQLFDWLRQ 1HWZRUN 2 2 0DNRWR <$0$'$

Ｍ 415 $GYDQFHG (OHFWULFDO &RQWURO 6\VWHPV 2 2 1DR\XNL +$5$

Ｍ 427 $GYDQFHG 'LJLWDO 6LJQDO 3URFHVVLQJ 2 2 .DL /,1

Ｍ 462 $GYDQFHG &RPSXWDWLRQDO ,QWHOOLJHQFH 2 2 +LVDR ,6+,%8&+,

<XVXNH 12-,0$

Ｍ 466 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅰ 2 2

Ｍ 464 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅱ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 125 7KHUPDO (QHUJ\ (QJLQHHULQJ 2 2 .D]XKLNR 68*$

Ｍ 225 $GYDQFHG 7RSLFV LQ $HURVSDFH (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 313 $GYDQFHG $SSOLHG $QDO\VLV 2 2 <RVKLWVXJX .$%(<$

Ｍ 314 $GYDQFHG $SSOLHG 0DWKHPDWLFV 2 2 +LGHDNL 0$7681$*$

Ｍ 319 $GYDQFHG 1XPHULFDO $QDO\VLV 2 2 1DRWR <$0$2.$

Ｍ 322 $GYDQFHG 0XOWLYDULDWH $QDO\VLV 2 2 0DVDVKL +<2'2

Ｍ 321 $GYDQFHG 1RQOLQHDU $QDO\VLV 2 2 7DWVXNL .$:$.$0,

Ｍ 352 2 2

Ｍ 525 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅲ 2 2

※ Ｍ 264 )XQGDPHQWDOV RI 0DULQH 6\VWHP (QJLQHHULQJ 2 2

Ｍ 326 $GYDQFHG 4XDQWXP 0HFKDQLFV 2 2 7DND\XNL 82=80,

Ｍ 552 2 2

Ｍ 572 $GYDQFHG &U\VWDO 3K\VLFV 2 2 +LURVKL 180$.85$

Ｍ 613 $GYDQFHG 7HFKQRORJ\ LQ 5DGLDWLRQ 3K\VLFV 2 2 5\RLFKL 7$1,*8&+,

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 3URIHVVRU�$VVRFLDWH 3URIHVVRU�/HFWXUHU

7KH VXEMHFWV LQ JURXS % DUH RSHQ IRU VWXGHQWV LQ RWKHU 'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV�

7KH VXEMHFWV ZLWK WKHLU FUHGLWV FLUFOHG DUH FRPSXOVRU\�

7KLV FRXUVH LV IRU LQWHUQDWLRQDO VWXGHQWV DQG DOO WKH OHFWXUHV DUH JLYHQ LQ (QJOLVK�

$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅰ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&KHPLFDO (QJLQHHULQJ

5HPDUNV

6WXGHQWV PXVW DFTXLUH DW OHDVW 31 FUHGLWV ZKLFK FRPSULVH 1 FUHGLW IRU �5HVHDUFK ,QWHJULW\
$�� � FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS $� DW OHDVW 12 FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS %� DQG
UHPDLQLQJ FUHGLWV IRU VXEMHFWV VWDWHG LQ UHPDUN �２��

6WXGHQWV PD\ DFTXLUH UHPDLQLQJ FUHGLWV E\ FKRRVLQJ VXEMHFWV LQ JURXS % SURYLGHG E\ RWKHU
'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV� DQG FRPPRQ�UHFRPPHQGHG VXEMHFWV LQ JURXS ※�

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
0DULQH�6\VWHP
(QJLQHHULQJ

*
U
R
X
S

8QLWV SHU ZHHN

)LUVW
VHPHVWHU

6HFRQG
VHPHVWHU

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'LYLVLRQ RI

(OHFWULFDO
(QJLQHHULQJ DQG

,QIRUPDWLRQ 6FLHQFH

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&RPSXWHU 6FLHQFH DQG
,QWHOOLJHQW 6\VWHPV

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

$HURVSDFH (QJLQHHULQJ

$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV
DQG (OHFWURQLFV Ⅱ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
$SSOLHG &KHPLVWU\
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'LYLVLRQ�RI�0DWHULDOV�6FLHQFH�DQG�(QJLQHHULQJ㸦0DVWHU
V　&RXUVHV㸧

(QJOLVK &RXUVH RI 'LYLVLRQ RI 0DWHULDOV 6FLHQFH DQG (QJLQHHULQJ

&RGH 6XEMHFWV &UHGLWV ,QVWUXFWRUV 1RWHV

5HVHDUFK ,QWHJULW\ $ 1 ①
*UDGXDWH�6FKRRO
&RPPRQ�&RXUVHV

Ａ Ｍ 501
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 0DWHULDOV 6FLHQFH
DQG (QJLQHHULQJ Ⅰ

4 ②

Ｍ 502
$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 0DWHULDOV 6FLHQFH
DQG (QJLQHHULQJ Ⅱ

4 ②

Ｍ 503
6SHFLDO 3URMHFW LQ 0DWHULDOV 6FLHQFH
DQG (QJLQHHULQJ Ⅰ

6 ②

Ｍ 504
6SHFLDO 3URMHFW LQ 0DWHULDOV 6FLHQFH
DQG (QJLQHHULQJ Ⅱ

6 ②

Ｂ Ｍ 513 $GYDQFHG 3K\VLFDO &KHPLVWU\ RI 3KRWRUHDFWLRQV 2 2 0DVD\D 0$7682.$

0DVDWR 7$.(8&+,

Ｍ 514 $GYDQFHG (OHFWURFKHPLVWU\ 2 2 +LURVKL ,128(

(LML +,*8&+,

Ｍ 520 $GYDQFHG %LRSRO\PHU &KHPLVWU\ 2 2 .HQML .212

$WVXVKL +$5$'$

Ｍ 526 $GYDQFHG 1DQRELRFKHPLVWU\ 2 2 6KLKR 72.21$0,

&KLH .2-,0$

Ｍ 523 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅰ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 525 $GYDQFHG $SSOLHG &KHPLVWU\ Ⅲ 2 2

Ｍ 552
$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅰ

2 2

Ｍ 553
$GYDQFHG &KHPLFDO (QJLQHHULQJ
DQG 3URFHVV 7HFKQRORJ\ Ⅱ

2 2

Ｍ 572 $GYDQFHG &U\VWDO 3K\VLFV 2 2 +LURVKL 180$.85$

Ｍ 575
$GYDQFHG 3K\VLFDO &KHPLVWU\
DW +LJK 7HPSHUDWXUH

2 2 0DVDNL 1$5,6$:$

Ｍ 5�6 $GYDQFHG 0DWHULDOV 6FLHQFH 2 2

Ｍ 125 7KHUPDO (QHUJ\ (QJLQHHULQJ 2 2 .D]XKLNR 68*$

Ｍ 352 2 2

Ｍ 464 $GYDQFHG ,QWHOOLJHQW ,QIRUPDWLRQ 6\VWHPV Ⅱ 2 2 6SHFLDO OHFWXUHUV

Ｍ 613 $GYDQFHG 7HFKQRORJ\ LQ 5DGLDWLRQ 3K\VLFV 2 2 5\RLFKL 7$1,*8&+,

※ Ｍ 653 1DQRVFLHQFH DQG 1DQRWHFKQRORJ\ ϱϬ 2 2 +LGHND]X ,.(12

Ｍ 651 1DQRVFLHQFH DQG 1DQRWHFKQRORJ\ ϱⅢ 2 2 ,NX\D <$0$'$

Ｍ 656 1DQRVFLHQFH DQG 1DQRWHFKQRORJ\ ϱϯ 2 2 7DNDVKL .$0(*$:$

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（㸴） 3URIHVVRU�$VVRFLDWH 3URIHVVRU�/HFWXUHU

6WXGHQWV PXVW DFTXLUH DW OHDVW 31 FUHGLWV ZKLFK FRPSULVH 1 FUHGLW IRU �5HVHDUFK ,QWHJULW\
$�� � FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS $� DW OHDVW 12 FUHGLWV IRU VXEMHFWV LQ JURXS %� DQG
UHPDLQLQJ FUHGLWV IRU VXEMHFWV VWDWHG LQ UHPDUN �２��

6WXGHQWV PD\ DFTXLUH UHPDLQLQJ FUHGLWV E\ FKRRVLQJ VXEMHFWV LQ JURXS % SURYLGHG E\ RWKHU
'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV� DQG FRPPRQ�UHFRPPHQGHG VXEMHFWV LQ JURXS ※�

7KH VXEMHFWV LQ JURXS % DUH RSHQ IRU VWXGHQWV LQ RWKHU 'HSDUWPHQWV DQG 'LYLVLRQV�

7KH VXEMHFWV ZLWK WKHLU FUHGLWV FLUFOHG DUH FRPSXOVRU\�

7KLV FRXUVH LV IRU LQWHUQDWLRQDO VWXGHQWV DQG DOO WKH OHFWXUHV DUH JLYHQ LQ (QJOLVK�

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'LYLVLRQ RI

0DWHULDOV 6FLHQFH
DQG (QJLQHHULQJ

5HPDUNV

*
U
R
X
S

8QLWV SHU ZHHN

)LUVW
VHPHVWHU

6HFRQG
VHPHVWHU

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
$SSOLHG &KHPLVWU\

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

&KHPLFDO (QJLQHHULQJ

$OO IDFXOW\ PHPEHUV
LQ 'HSDUWPHQW RI
0DWHULDOV 6FLHQFH

$GYDQFHG 6HPLQDU LQ 3K\VLFV
DQG (OHFWURQLFV Ⅱ

$OO SURIHVVRUV
LQ 'HSDUWPHQW RI

3K\VLFV DQG (OHFWURQLFV
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機械系専攻（博士後期課程） 
教育目的 

機械工学における高度な学理・専門知識を十分身につけるとともに、機械システム、エネルギ

ーシステムの高度機能化・知能化・高信頼性に関連した課題に対して自立して問題解決および研

究開発できる能力を修得するための、専門知識の教授および研究指導を行う。また、修得した能

力を基礎として、国際的な視野と感覚を持ち、人間としての倫理観を備え、人・環境と共存・共

生できる機械技術、機械システムの発展を目指して、学際的な領域を含む専門分野で新しい知識

を体系化し、先導的な領域を創生できる能力を持った機械技術者・研究者の育成をする。 

 

教育目標 

１．機械工学における高度な学理・専門知識を身につけるとともに応用力を育成し、自立して計

画的に活動できる能力を修得する。 

２．機械システム、エネルギーシステムの高度機能化・知能化・高信頼性に関連した課題に対し

て自立して問題解決および研究開発する能力を修得する。 

３．国際的な視野と感覚を持ち、人間としての倫理観を備え、人・環境と共存・共生できる機械

技術、機械システムの発展に貢献できる高度な能力を修得する。 

４．機械技術および学際的な領域を含む専門分野で新しい知識を体系化し、先導的な領域を創生

できる能力を修得する。 

５．機械技術者・研究者として必要な日本語および外国語によるコミュニケーション能力を修得

する。 

６．学術論文や技術資料の高度な調査・分析能力ならびに学術報告・論文の執筆・発表能力を修

得する。 

 

航空宇宙海洋系専攻（博士後期課程） 
教育目的 

博士後期課程では、総合工学に関する専門的学力、および総合的に物事を考える高度な能力を

育成する。また、専門家責任を認識し、高い倫理観に基づいて国際社会に貢献し、幅広い分野で

活躍できる創造性豊かな指導的研究者・技術者の養成を目指す。航空機・宇宙機・船舶・海洋構

造物等に関するシステムの開発（計画・設計・製造・運用・評価）、ならびにその利用にかかわる

総合工学分野の先端的教育研究を行い、全地球的な視野から人類の持続可能な発展と地球環境の

保全との調和を目指し、高度の創造性、総合性を有し、国際的視野をもって指導的役割を担う、

研究開発型技術者・研究者を育成することを目的とする。 

 

航空宇宙工学分野 
教育目標 

１．航空機・宇宙機の開発（計画・設計・製造・運用・評価）・ならびにその利用にかかわる高度

で専門的な知識を教授する。 

− 63 −



２．航空宇宙工学分野の高度な研究能力と問題解決能力を育成する。 

３．地球環境システムについて῝ࡃ理解し、自↛環境と人間活動との調和を基調とする視Ⅼに立

って、総合的ุ᩿能力をもつ先導的な研究者・技術者としての能力を育成する。 

４．幅広い基礎学理と専門的知識にࢀࡉた高い創造性とᰂ㌾性をもつ、国際的に㏻用する技

術者・研究者を養成する。 

５．技術㠉新にᣮᡓし、可能性をษࡾ開ࡃ高度な能力、⢭⚄を養成する。 

６．人類、社会の㔜要課題を全地球的な視野からᤊえ、問題ᥦ㉳、解決する能力を養成する。 

 

海洋システム工学分野 
教育目標 

１．ࠝ倫理観ࠞ 

人間活動の持続可能な発展のᅾࡾ᪉について考え、海洋に関わる研究者として自覚する。⛉

学技術ࡀ人・社会・自↛にཬࡰすᙳ㡪をᢕᥱし、技術者・研究者ࡀ㈇うき社会の貢献と

専門家責任を認識して高い倫理観に基づุ᩿ࡃ・行動ࡀできる能力をᇵう。 

２．ࠝ表⌧力ࠞ 

国際社会で活躍できる広⠊な視野とコミュニケーション能力をもつと共に、高度な日本語能

力、ⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、会ヰ・ㄞ解能力、学術論文や技術資料の調査・分析能力ならび

に学術報告・論文の執筆・発表能力をᇵう。 

３．ࠝ問題解決能力ࠞ 

海洋に関わる自↛および人工システムに関する専門的な学問を῝ࡃ学び、そࢀを基に物事を

ከゅ的に分析し、調和のとࢀた解を導ࡃための⤫合化力を養い、┤㠃する問題を解決する能

力をᇵう。 

４．ࠝ創造力ࠞ 

海洋システム工学における専門的知識・技術・⤫合化力を㥑して、海洋に関連する新しい

システム・知的資⏘を創造する高度な能力をᇵう。 

５．ࠝ指導力ࠞ 

海洋システム工学に関する専門的な研究を㏻して研究者ྠ士の༠調性を養い、工学技術分野

における専門的な指導能力をᇵう。 

６．ࠝ自立ࠞ 

海洋システム工学に関する新たな分野を開ᣅし、自立して研究を㐙行する能力をᇵう。 

 

㟁Ꮚ・ᩘ物系専攻（博士後期課程） 
教育目的 

⌧௦工学全⯡の᰿ᖿをなすᩘ理工学および࣋ࣀーション立国の基┙となる㟁Ꮚ物理工学の基

礎と応用に関する知識と展開力を十分に修得し、社会貢献のと工学倫理を身につけた高度

技術⫋、専門⫋、研究⫋の人ᮦ育成ᣐⅬたることをめࡊす。 

博士後期課程では、ᩘ理工学分野と㟁Ꮚ物理工学の⊂自領域、境⏺領域、ࢧࣀࢼエンスな

新しࡃ生まࢀた学問領域の研究をいち᪩ࡾྲྀࡃධࢀた教育をຠᯝ的に᥎㐍し、ᰂ㌾な発力、ṇ

− 64 −



☜な分析力、豊かな総合力を備えた高度の人ᮦを育成し広ࡃ社会に貢献することを目的にする。 

 

ᩘ理工学分野 
教育目標 

㟁Ꮚ・ᩘ物系専攻では、ᩘ理工学分野と㟁Ꮚ物理工学分野に基礎を⨨き、自↛⌧㇟や社会⌧㇟

をᩘ理的ࣔࢹルによって解᫂し、その⤖ᯝを工学的に応用するための高度な知識と研究開発能力、

また、物性物理・༙導体物理に関するᐇ㦂的・ᩘ理工学的解᫂を㐍め、新しいエࣞࣟࢺࢡニࢡス・

ために必要な高度な知識と研究開発能力を身につࡃスを創製し高度報化社会をᨭえていࣂࢹ

けた技術者・研究者を育成する。ྠに高い⛉学者倫理のᾰ養をめࡊす。 

１．自↛⌧㇟や社会⌧㇟のᩘ理ࣔࢹル化と解析に必要となる応用ᩘ理やᩘ理⤫計学の高度な専門

知識を身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

２．工学の理論的基┙で࠶る解析学、௦ᩘ学、ᗄఱ学なの基礎ᩘ理の高度な専門知識を身につ

け、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

３．物㉁の㟁Ẽ的・☢性的性㉁、㉸ఏ導、ග学的性㉁なの解᫂と工学的応用に必要となる物性

物理学の高度な専門知識を身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

４．ྠ期⌧㇟・࢜࢝スな」㞧な系の解析と工学的応用に必要となる㠀⥺ᙧ動力学の高度な専門

知識を身につけ、ᵝࠎな問題に応用する能力を修得する。 

５．研究成ᯝを論文なにまとめる高度な論理的グ㏙能力および発表能力を養成する。 

 

㟁Ꮚ物理工学分野 
教育目標 

１．㟁Ꮚ物性に関する物性評価、 ᐃᡭἲ、理論解析に関する高い能力を修得する。 

 。スに関する基礎的知識および応用できる高い能力を修得するࣂࢹ㟁Ꮚࣀࢼ．２

 。ス・ᮦ料・評価計 に関する基礎的知識および応用できる高い能力を修得するࢭࣟࣉ．３

４．専門知識に関連する学術論文なに関して、理解でき、分析でき、ウ論できる高い能力を養

成する。 

５．新しい知識を体系化し、研究論文なに執筆し発表できる高い能力を養成する。 

６．博士学ྲྀ得者に┦応しい責任感、倫理観の࠶る高いุ᩿能力を養成する。 

 

㟁Ẽ・報系専攻（博士後期課程） 
教育目的 

報ฎ理技術および報㏻信技術の㣕躍的な発展によࡾ、社会はࣟࢢーࣂル化し、高度にネࢵ

と㠉新的に⛣行し続けている。㟁Ẽ・報系専攻では、㠉新的なた報化社会ࢀࡉ化ࢡー࣡ࢺ

社会構造のኚ化にᰂ㌾に対応し、豊かな報化社会をษࡾᣅࡃために、㟁Ẽ工学、㏻信工学、

報工学、知能工学、システム工学、་⒪システム工学を基礎とした᭱先端の㟁Ẽ報システム工

学分野および知能報工学分野の教育を行うことによࡾ、高度なシステム設計能力と報活用能

力、幅広い視野と豊かな人間性とཝ᱁な倫理観を持った国際的に活躍できる専門性の高い技術者

および研究者の育成を行う。工学研究⛉博士後期課程では、㟁Ẽ・報系工学分野の高度な専門
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知識の教授と研究指導を㏻して、自立して研究活動を行い、その成ᯝを総合評価する能力をᇵい、

新しい知識を体系化し、先導的な工学領域を創ୡできる人ᮦを育成することを目的とする。 

 

㟁Ẽ報システム工学分野 
教育目標 

１．技術者および研究者としての高度で幅広い教養とཝ᱁な倫理観 

技術者および研究者として、高度で豊かな教養とཝ᱁な倫理観をᇵい、社会貢献と責任につ

いて考える能力を高める。 

２．コミュニケーション能力と高い語学力および論文執筆能力 

国際社会における技術者・研究者間でのコミュニケーションに必要な十分な語学力およびࣉ

必要、ࡾンテーション技術を⩦得し、論理的なᛮ考力、ㄞ解力、グ㏙力を養うことによࢮࣞ

なコミュニケーション能力を高める。また、国際学会等でࢮࣞࣉンテーション行うために十

分な語学力および論文執筆能力を高める。 

３．高度専門的知識と研究ᐇ㊶能力 

㟁Ẽ㟁Ꮚシステム領域、または、システム㸭ไᚚ工学領域、または、報㏻信システム工学

領域とその࿘㎶の研究領域に関する高度な専門的知識を⩦得し、ᐇ社会の問題を認識し解決

する能力および社会的な要ㄳによる研究課題を開ᣅする研究ᐇ㊶能力を高める。 

４．画・᥈ồ能力および豊かな創造力 

課題に関連する事㡯を自ら調査学⩦し、計画的に課題の解を㏣ồすることによࡾ、基礎知識

の応用能力、問題解決、᥈ồ能力を高めるとともに、分野に応用できるᛮ考能力も高める。 

５．研究指導能力およびࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ等を࣐ネ࣓ࢪンࢺする能力 

㟁Ẽ報システム工学分野の幅広い基礎知識と高度な専門知識を㥑した研究指導能力およ

びࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ等を࣐ネ࣓ࢪンࢺする能力を高める。 

 

知能報工学分野 
教育目標 

㟁Ẽ㺃報系専攻の教育理ᛕ・目的のୗ、人間の持つ認識、理解、᥎論、学⩦なの知的な能力

をコンࣆューୖࢱでᐇ⌧し、また、人ࡉࡀまࡊまな報・知識をネ࣡ࢺࢵーୖࢡでᏳ全かつ有ຠ

に活用するために必要な画ീฎ理、࢙࢘ࢺࣇࢯ工学、報ネ࣡ࢺࢵーࢡ、知能システム、࣓ࢹ

ฎ理、知的信ྕฎ理、システム工学、知的報ฎ理、人間報シスࢹ工学、文᭩報࣓

テム、࣐ࢪࢵࣞࢼネ࣓ࢪンࢺ、་⒪報システム、་⒪工学なの教育研究を行う。 

ୖグの専門領域において、௨ୗの目標にᚑって教育をᐇ㊶する。 

１．知能報工学分野に関連した広⠊かつ高度な専門知識を῝ࡃ⩦得する。 

２．課題を᫂☜化し、⩦得した専門知識を用いて課題を分析することで体的に問題解決を行う

能力、新しい知識体系を構⠏できる能力を養う。 

３．豊かな教養と高い倫理観に基づいて社会貢献と技術者・研究者の責任について考え、ᐇ㊶す

る能力を養う。 

４．ⱥ語の能力を含め、ࣟࢢーࣂル社会において必要となるࢺーࢱルなコミュニケーション能力、

指導力を養う。 
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物㉁・化学系専攻（博士後期課程） 
教育目的 

物㉁文᫂ࡀ新しい௦を㏄え、資※・エネルギー・環境ࡀ地球的なつᶍで問題となる୰に࠶っ

て、人類社会の持続的発展には人と環境にඃしい新⣲ᮦの開発および有㝈資※の有ຠかつᚠ環的

な活用ࡀ可Ḟでࡾ࠶、そࢀを可能とする新しい物㉁に関する⛉学と技術を創造し、地球環境と

調和した豊かな社会の構⠏に貢献する、豊かな人間性と高い倫理観を備えた、ඃࢀた高度専門⫋

ᴗ人・研究者の育成をめࡊす。↓機物㉁・有機物㉁・高分Ꮚ・㔠ᒓ・ࣛࢭミࢡࢵスなを対㇟と

し、新物㉁、新⣲ᮦ、新ᮦ料の創成やその工ᴗ生⏘のための新技術、新ᴫᛕの創ฟ、ࡉらに資※

ᚠ環を総合的に含む生⏘ࢭࣟࣉスの構⠏をめࡊした先導的な研究を᥎㐍するための高度な専門教

育を行い、社会の発展に貢献するとともに、物㉁に関する⛉学と技術に関連するᮍ㋃の工学領域

を開ᣅできる人ᮦの育成を目的とする。 

 

応用化学分野 
教育目標 

１．化学に関する高度な専門知識・技術を広ࡃ学び、化学技術者、研究者として、自立して研究

課題を展開ࡏࡉ、自ら問題を設ᐃし解決できる能力とともに、⛉学技術の発展と㠉新を担う

ことࡀできる高い創造性と研究能力を養う。 

２．物㉁の構造、応、性㉁をཎᏊ・分Ꮚࣞ࣋ルで理解するために必要な化学の基礎知識と基礎

能力を⩦得し、応用化学分野における研究・開発のための基礎的能力とᰂ㌾なᛮ考力を養う。 

３．化学技術者、研究者として必要な日本語能力およびⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、学術論文や技術

資料の調査、分析能力、理解力なを養う。 

４．自ら㐙行した研究の成ᯝを論文にまとめるとともに、化学関連の国ෆ外の学会・研究会等で

発表・ウ論する能力を養う。 

５．化学ࡔけでなࡃ広ࡃ⛉学技術ࡀ、社会および自↛におよࡰすᙳ㡪についてᢕᥱし、化学技術

者、研究者として社会に貢献する感、高い倫理観の࠶るุ᩿力を養う。 

 

化学工学分野 
教育目標 

１．化学的、物理的、生物学的生⏘ࢭࣟࣉスや、そࢀらの」合ࢭࣟࣉスの基礎となるྛ✀⣲㐣程

のᖹ⾮論的、㏿度論的な高度な解析力と広⠊ᅖな応用力を養う。 

２．資※ᚠ環を考៖した物㉁やエネルギーの」㞧な生⏘ࢭࣟࣉスに対する᭱㐺化および設計ᡭἲ

を修得ࡏࡉる。 

３．化学工学ࡔけでなࡃ、社会のኚ化と⛉学技術のᛴ㏿な㐍Ṍに自立的に対応できる幅広い視野、

広⠊ᅖに応用可能な学力およびᰂ㌾なᛮ考力を養う。 

４．博士研究等を㏻して、問題解決のための調査・研究のᡭἲを修得ࡏࡉ、高度な研究能力を養

うとともに、化学工学の広⠊な問題にྲྀࡳ⤌ࡾ、解決することのできる能力を身につけࡏࡉ

る。 
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５．日本語能力、ⱥ語能力のྥୖをᅗࡾ、会ヰ・ㄞ解能力、学術論文や技術資料の調査・分析能

力を養うとともに、自ら㐙行した研究の成ᯝを学術論文としてまとめる能力、国ෆ外の学会・

研究会等で発表・ウ論する能力を養う。 

６．⛉学技術ࡀ社会および自↛環境にཬࡰすᙳ㡪・ຠᯝのきࡉを認識ࡏࡉ、社会に対する責任

感、社会に貢献する感、高い倫理観の࠶るุ᩿力および技術者・研究者としての࣐ネࢪ

࣓ンࢺ能力なを養う。 

 

 ル工学分野テ࣐ࣜ
教育目標 

１．理工学の基礎としてのᩘ学、物理学および化学を⩦得し、その知識にもとづいて専門の学理

を理解し応用する能力、および⛉学技術を㐍展ࡏࡉる能力を養う。 

２．ᮦ料の物理的・化学的性㉁、ᚤ⣽構造、ᮦ料合成・ຍ工ἲ、評価᪉ἲを理解し、そࢀらを応

用する能力を養う。 

３．専門に関する学術・技術報を㞟する能力、および㞟した報をヲ⣽に分析・解析する

能力を養う。 

４．⛉学技術・工学と社会との関ಀ、関連するつ程等を理解し、⛉学者・工学技術者としてᏲる

 。き倫理を身につける

５．研究計画を立て、ᐇ㦂と理論を㥑してࡉまࡊまな課題を解決する能力を養う。国ෆ外ࡉま

 。ンテーションを行う能力を養うࢮࣞࣉてຠᯝ的で高度なࡌまなሙにおける研究発表を㏻ࡊ

６．外国語の研究論文や技術資料の調査、および自らの研究成ᯝを外国語で論文・࣏スࢱー・ཱྀ

㢌発表等の᪉ἲで発信すること、海外の学会で活動することなを㏻ࡌて、外国語での高度

な専門的コミュニケーション能力を養う。 

㸵．⛉学技術ࡀ社会や自↛にཬࡰすᙳ㡪、および技術者ࡀ社会・環境に対して㈇う責任を十分理

解し、地球的観Ⅼから物事をከ㠃的に考ᐹし問題を解決する能力を養う。 

㸶．物㉁・ᮦ料に関する⛉学・工学の⌧≧を理解し、ᑗ᮶の࣐テࣜル工学のࡾ࠶᪉を的☜にண

 する能力を養う。ࡉらに、豊かな人間性と広い視野を持って⊂創的᪉ἲでࡉまࡊまな課題

にᰂ㌾で㐺ษに対応できる能力を養う。 

 

㔞Ꮚᨺᑕ⥺系専攻（博士後期課程） 

教育目的 

㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学の高度な専門知識の教授と研究指導を㏻して、自立して研究活動を行い、その

成ᯝを総合評価する能力をᇵい、新しい知識を体系化し、先導的な工学領域を創生できる人ᮦを

育成する。学際研究の㐙行に必要な高度な専門知識を身につけ、ྛ✀⨨の高度な技術を⩦得す

ると共に、ἲᚊの㡰Ᏺや社会との関ಀについても㓄៖できる人ᮦを育成する。 

 

教育目標 

１．㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学における㔜要な課題を体的に認識するとともに、ᬑ㐢的価್の࠶る問題を

ᢳฟし、分析・総合・評価することによって、新しい知識を体系化する能力をᇵう。 
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２．ඃࢀた学術論文をまとめるとともに、国ෆ外の学会、会㆟において論文を発表し研究ウ論す

る能力をᇵう。 

３．㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学の自らの専門領域を῝ࡃ᥈ồするࡤかࡾでなࡃ、␗なる分野にも広ࡃ目をྥ

けて、⊂創的な視Ⅼで⛉学技術を開ᣅし、先導的に新たな工学領域と新つ⏘ᴗをษࡾᣅࡃ能

力をᇵう。 

４．␗なる文化に対する理解とコミュニケ㸫ション能力のྥୖをᅗࡾ、国際的に活躍できる能力

をᇵう。 
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      履　修　科　目



科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  101 機 械 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  102 機 械 系 特 別 演 習 第 四 8 4 機 械 工 学

Ｄ  103 機 械 系 特 別 研 究 第 三 12 ④ 分 野 全 教 員

Ｄ  104 機 械 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  111 材 料 力 学 特 別 講 義 2 2 三 村 耕 司 教 授

Ｄ  112 機 械 応 用 力 学 特 別 講 義 2 2 大 多 尾 義 弘 教 授

Ｄ  113 機 械 生 産 工 学 特 別 講 義 2 2 杉 村 延 広 教 授

Ｄ  114 機 械 計 測 工 学 特 別 講 義 2 2 菊 田 久 雄 教 授

Ｄ  115 機械及びバイオ生産工学特別講義 2 2 谷 水 義 隆 教 授

Ｄ  116 振 動 工 学 特 別 講 義 2 2 伊 藤 智 博 教 授

Ｄ  117 エネルギー変換工学特別講義 2 2 須 賀 一 彦 教 授

Ｄ  118 内 燃 機 関 工 学 特 別 講 義 2 2 瀬 川 大 資 教 授

Ｄ  119 流 体 力 学 特 別 講 義 2 2 高 比 良 裕 之 教 授

Ｄ  120 エネルギーシステム工学特別講義 2 2 横 山 良 平 教 授

Ｄ  121 環 境 工 学 特 別 講 義 2 2 吉 田 篤 正 教 授

Ｄ  122 環 境 保 全 機 械 特 別 講 義 2 2 大 久 保 雅 章 教 授

　　　　

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

（注）（１） 機械工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修得
し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

機械系専攻　博士後期課程

機械工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  201 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別演習第三 8 ④

Ｄ  202 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別演習第四 8 4 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 工 学

Ｄ  203 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究第三 12 ④ 分 野 全 教 員

Ｄ  204 ⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系特別研究第四 12 4

Ｂ Ｄ  211 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ 流 体 力 学 特 別 講 義 2 2 ᪂  隆 ᬒ 教 授

Ｄ  212 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᵓ 㐀 工 学 特 別 講 義 2 2 ༓ ⴥ 正 ඞ 教 授

Ｄ  213 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᥎ 㐍 工 学 特 別 講 義 2 2 ◁ 田 ⱱ 教 授

Ｄ  214 ⯟✵Ᏹᐂシステム工学特別講義 2 2 ᮍ 定

Ｄ  215 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ไ ᚚ 工 学 特 別 講 義 2 2 ୗ 村 ༟ 教 授

Ｄ  216 Ᏹ ᐂ 工 学 特 別 講 義 2 2 ┿ 㘠 Ṋ Ⴙ 教 授

　　　　

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

（注）（１） ⯟✵Ᏹᐂ工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修得
し、これとＢ群科目の修単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の指
示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単位数
（修了資格所要単位数）に算定できる。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系専攻博士後期課程

⯟✵Ᏹᐂ工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

− 72 −



科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  201 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  202 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系 特 別 演 習 第 四 8 4

Ｄ  203 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④

Ｄ  204 ⯟ ✵ Ᏹ ᐂ ᾏ ὒ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  251 ᾏ ὒ シ ス テ ム 計 ⏬ 学 特 別 講 義 2 2 ᭷ 㤿 正  教 授

Ｄ  252 ᾏ ὒ 環 境 学 特 別 講 義 2 2 㤿 ሙ ಙ 弘 教 授

Ｄ  253 ᾏ ὒ ㍺ ㏦ 工 学 特 別 講 義 2 2 ∦ 山 ᚭ 教 授

Ｄ  254 ᾏ ὒ ✵ 間  用 工 学 特 別 講 義 2 2 ῝ ἑ ሪ 一 教 授

Ｄ  255 ᾏ ὒ 資 ※ 工 学 特 別 講 義 2 2 山 㷂 ဴ 生 教 授

Ｄ  256 ᾏ ὒ ≀ ⌮ 工 学 特 別 講 義 2 2 㤿 ሙ ಙ 弘 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

ᾏ ὒ シ ス テ ム 工 学
分 野 全 教 員

（注）（１） ᾏὒシステム工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上
を修得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

⯟✵Ᏹᐂᾏὒ系専攻　博士後期課程

ᾏὒシステム工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  301 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  302 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 演 習 第 四 8 4 数 ⌮ 工 学

Ｄ  303 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④ 分 野 全 教 員

Ｄ  304 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  311 応 用 ゎ ᯒ 特 別 講 義 2 2 ቨ 谷 ႐ ⥅ 教 授

Ｄ  312 数 ⌮ ⤫ 計 学 特 別 講 義 2 2 ᰩ ᮌ 㐍  教 授

Ｄ  313 応 用 数 ⌮ 特 別 講 義 2 2 田 ⏿ ⛱ 教 授

Ｄ  314 㠀 ⥺ ᙧ 動 力 学 特 別 講 義 2 2 大 ྠ ᑄ ᫂ 教 授

Ｄ  315 㔞 Ꮚ 力 学 特 別 講 義 2 2 㨶 ఫ Ꮥ ᖾ 教 授

Ｄ  316 ᅛ 体 㟁 Ꮚ ㄽ 特 別 講 義 2 2 ᒾ ఫ ಇ ᫂ 教 授

Ｄ  317 ᕪ 分 ᪉ 程 ᘧ 特 別 講 義 2 2 ᯇ Ọ ⚽ 章 教 授

Ｄ  318 」 㞧 系 動 力 学 特 別 講 義 2 2 ᇼ 田 Ṋ 彦 教 授

（２）

（３）

数⌮工学分野　標準履修課程

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀系専攻　博士後期課程

週授業時間数科
目
群 後　期

位

単

前　期

単位欄の○印は、必修科目。

（注）（１） 数⌮工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修得
し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

− 74 −



科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  301 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  302 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 演 習 第 四 8 4 㟁 Ꮚ ≀ ⌮ 工 学

Ｄ  303 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④ 分 野 全 教 員

Ｄ  304 㟁 Ꮚ ・ 数 ≀ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  351 ప   ≀ ᛶ 特 別 講 義 2 2 ▼ 田 Ṋ  教 授

Ｄ  352 ග ・ 㟁 ☢ Ẽ ≀ ᛶ 特 別 講 義 2 2 ▼ ཎ 一 教 授

Ｄ  353 ᭷ 機 ༙ 導 体 ≀ ⌮ 特 別 講 義 2 2 内 藤 裕 義 教 授

Ｄ  354 ス特別講義ࢡࢽࣟࢺࢡエࣞࣀࢼ 2 2 ⛅ 田 ᡂ 司 教 授

Ｄ  355 ༙ 導 体 ࣉ ࣟ ࢭ ス 特 別 講 義 2 2 平  義 彦 教 授

Ｄ  356 機 ⬟ ࢹ バ イ ス ≀ ᛶ 特 別 講 義 2 2 藤 村 ⣖ ᩥ 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

㟁Ꮚ࣭ᩘ≀系専攻　博士後期課程

㟁Ꮚ≀⌮工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

（注）（１） 㟁Ꮚ≀⌮工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修
得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  401 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  402 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 演 習 第 四 8 4 㟁 Ẽ  ሗ シ ス テ ム

Ｄ  403 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④ 工 学 分 野 全 教 員

Ｄ  404 㟁 Ẽ ・  ሗ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  411 ス特別講義ࢡࢽࣟࢺࢡーエࣞ࣡ࣃ 2 2 ᳃ ᮏ ⱱ 雄 教 授

Ｄ  412 㟁 力 シ ス テ ム 工 学 特 別 講 義 2 2 ▼ ட 篤 司 教 授

Ｄ  413 㟁Ẽシステムไᚚ工学特別講義 2 2 ᑠ す ၨ  教 授

Ｄ  414 通 ಙ シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 山 田 ㄔ 教 授

Ｄ  415 ග Ἴ 㟁 Ꮚ 工 学 特 別 講 義 2 2 大 ᶫ 正  教 授

Ｄ  416 ▱ ⓗ 通 ಙ シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 山 ୗ  ᕫ 教 授

Ｄ  417 生 産 シ ス テ ム 工 学 特 別 講 義 2 2 ᳃ ⃝  Ꮚ 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

㟁Ẽ࣭ሗ系専攻　博士後期課程

㟁Ẽሗシステム工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

（注）（１） 㟁Ẽሗシステム工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位
以上を修得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  401 㟁 Ẽ 㺃  ሗ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  402 㟁 Ẽ 㺃  ሗ 系 特 別 演 習 第 四 8 4

Ｄ  403 㟁 Ẽ 㺃  ሗ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④

Ｄ  404 㟁 Ẽ 㺃  ሗ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  451 ࢯ ࣇ ࢺ ࢘ ࢙  シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 ᯇ ᮏ ၨ 之 ு 教 授

Ｄ  452  ሗ シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 ᡞ ฟ ⱥ ᶞ 教 授

Ｄ  453 ▱ ⬟ シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 吉 ᒸ ⌮ ᩥ 教 授

Ｄ  454 ே 間  ሗ シ ス テ ム 特 別 講 義 2 2 ᮏ 多 ඞ ᏹ 教 授

Ｄ  455 ▱ ⓗ  ሗ ฎ ⌮ 特 別 講 義 2 2 ▼ ῲ 久 生 教 授

Ｄ  456 ࢼ ࣞ ࢵ ࢪ ࣐ ネ ࢪ ࣓ ࣥ ࢺ 特 別 講 義 2 2 ᮍ 定

Ｄ  457 ▱ ⬟ ࣓ ࢹ   ฎ ⌮ 特 別 講 義 2 2 㯤 瀬 ᾈ 一 教 授

Ｄ  458  ሗ ࢭ ࢟ ࣗ ࣜ テ  特 別 講 義 2 2 ᐑ ᮏ ㈗ ᮁ 教 授

Ｄ  459 ┳ㆤ・་⒪ሗシステム特別講義 2 2 ┿ ᔱ ⏤ ㈗ ᜨ 教 授

Ｄ  460 共生ࣗࣆࣥࢥーテࢢࣥ特別講義 2 2 ୰ ᓥ 智 ᬕ 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

▱ ⬟  ሗ 工 学
分 野 全 教 員

（注）（１） ▱⬟ሗ工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修
得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

㟁Ẽ࣭ሗ系専攻　博士後期課程

▱⬟ሗ工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  501 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  502 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 演 習 第 四 8 4 応 用  学 分 野

Ｄ  503 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 研 究 第 三 12 ④ 全 教 員

Ｄ  504 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  511 工 業 分 ᯒ  学 特 別 講 義 2 2 久 ᮏ ⚽ ᫂ 教 授

Ｄ  512 ↓ 機 材 料  学 特 別 講 義 2 2 ㎮ ᕭ ◁ ᫀ 弘 教 授

Ｄ  513  応 ≀ ⌮  学 特 別 講 義 2 2 ᯇ ᒸ 雅 ஓ 教 授

Ｄ  514 㟁 Ẽ  学 特 別 講 義 2 2  上 博 ྐ 教 授

Ｄ  515 環 境  学 特 別 講 義 2 2 ᮍ 定

Ｄ  516 高 分 Ꮚ 合 ᡂ  学 特 別 講 義 2 2 ᯇ ᮏ 章 一 教 授

Ｄ  517 ᭷ 機 機 ⬟  学 特 別 講 義 2 2 ඵ ᮌ ⦾ ᖾ 教 授

Ｄ  518 ᭷ 機 合 ᡂ  学 特 別 講 義 2 2 ᑠ 川  ᘺ 教 授

Ｄ  519 生 体 高 分 Ꮚ  学 特 別 講 義 2 2 Ἑ 野  司 教 授

Ｄ  520 分 Ꮚ 認 ㆑  学 特 別 講 義 2 2 㛗 ᒸ ຮ 教 授

Ｄ  521 ≀ ㉁  ᡂ  学 特 別 講 義 2 2 ụ 田 ᾈ 教 授

Ｄ  522 ≀ ㉁ ᚠ 環  学 特 別 講 義 2 2 ➉ ୰ つ カ 教 授

（２）

（３）

（注）（１） 応用学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修得
し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

単位欄の○印は、必修科目。

≀㉁࣭Ꮫ系専攻　博士後期課程

応用学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

− 78 −



科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  501 ≀㉁・学系特別演習第三 8 ④

Ｄ  502 ≀㉁・学系特別演習第四 8 4

Ｄ  503 ≀㉁・学系特別研究第三 12 ④

Ｄ  504 ≀㉁・学系特別研究第四 12 4

Ｂ Ｄ  541 ⢊ 体 工 学 特 別 講 義 2 2 ᑠ す ᗣ 裕 教 授

Ｄ  542  応 工 学 特 別 講 義 2 2 Ⲷ 野 博 ᗣ 教 授

Ｄ  543 分 㞳 工 学 特 別 講 義 2 2 Ṋ 藤 ᫂ ᚨ 教 授

Ｄ  544 材料ࢭࣟࣉス工学特別講義 2 2 Ⲷ 野 博 ᗣ 教 授

Ｄ  545 スシステム工学特別講義ࢭࣟࣉ 2 2 ⥥ 野 ဴ 教 授

Ｄ  546 学工学流体力学特別講義 2 2 Ᏻ 田 ᫀ 弘 教 授

Ｄ  547 資※ᚠ環科学・工学特別講義 2 2 ᒾ 田 ᨻ 司 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

≀㉁࣭Ꮫ系専攻　博士後期課程

学工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位

 学 工 学
分 野 全 教 員

（注）（１） 学工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修得
し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  501 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  502 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 演 習 第 四 8 4

Ｄ  503 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 研 究 第 三 12 ④

Ｄ  504 ≀ ㉁ ・  学 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  571 材 料 ≀ ᛶ 学 特 別 講 義 2 2 㧘 ᶫ 雅 ⱥ 教 授

Ｄ  572 材 料 ࣉ ࣟ ࢭ ス 学 特 別 講 義 2 2  上 博 ྐ 教 授

Ｄ  573 高   材 料 学 特 別 講 義 2 2 㔠 野 Ὀ ᖾ 教 授

Ｄ  574 環境・エネルギー材料学特別講義 2 2 ୰ 平 ᩔ 教 授

Ｄ  575 材 料 ⤌ ⧊ ไ ᚚ 学 特 別 講 義 2 2   ᏹ 教 授

Ｄ  576 材 料 ᙉ ᗘ 学 特 別 講 義 2 2 ᮾ  司 教 授

Ｄ  577 ᨺ ᑕ ⥺ 材 料 ≀ ᛶ 学 特 別 講 義 2 2 ᒾ 瀬 ᙲ ᏹ 教 授

Ｄ  578 ᵓ 㐀 ホ ౯ 特 別 講 義 2 2 ᳃ ⱱ 生 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

࣐ テ ࣜ  ル 工 学
分 野 全 教 員

（注）（１） ル工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を修テ࣐ࣜ
得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の指
示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単位数
（修了資格所要単位数）に算定できる。

≀㉁࣭Ꮫ系専攻　博士後期課程

ル工学分野　標準履修課程テ࣐ࣜ

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

共通
教育 研 究 公 正 Ｂ 1 ①

Ａ Ｄ  601 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 演 習 第 三 8 ④

Ｄ  602 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 演 習 第 四 8 4

Ｄ  603 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 研 究 第 三 12 ④

Ｄ  604 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 系 特 別 研 究 第 四 12 4

Ｂ Ｄ  611 㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 計 測 学 特 別 講 義 2 2 谷 ཱྀ 良 一 教 授

Ｄ  612 㔞Ꮚᨺᑕ⥺応用工学特別講義 2 2 ዟ 田 修 一 教 授

Ｄ  613 㔞 Ꮚ ࢼ ࣀ 科 学 特 別 講 義 2 2 Ἑ 村 裕 一 教 授

Ｄ  614 㔞Ꮚᨺᑕ⥺生体応用工学特別講義 2 2 ྂ 田 雅 一 教 授

（２）

（３） 単位欄の○印は、必修科目。

㔞 Ꮚ ᨺ ᑕ ⥺ 工 学
分 野 全 教 員

（注）（１） 㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学分野を履修する者は、共通教育科目１単位及びＡ群科目から８単位以上を
修得し、これとＢ群科目の修得単位数の合計が１７単位以上であること。

他分野・他専攻のＢ群科目および博士前期課程の科目の履修については、指導担当教授の
指示を仰ぐこと。ただし、他分野・他専攻のＢ群科目については専攻が認める限り修得単
位数（修了資格所要単位数）に算定できる。

㔞Ꮚᨺᑕ⥺系専攻　博士後期課程

㔞Ꮚᨺᑕ⥺工学分野　標準履修課程

科
目
群

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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科目番号 科　　　　　　　　　目 担　　　当 備　　考

イ࣋ࣀーシࣙࣥฟᆺ研究者㣴ᡂ,
�ᗓ大7(&�,㸸ࢪࣅネス⏬特別演習�

2 藤 村 ⣖ ᩥ 教 授

イ࣋ࣀーシࣙࣥฟᆺ研究者㣴ᡂϩ
（ᗓ大7(&�ϩ㸸産学㐃ᦠ特別演習）

2 ▼ ཎ 一 教 授

イ࣋ࣀーシࣙࣥฟᆺ研究者㣴ᡂϪ
（ᗓ大7(&�Ϫ㸸㺐㺻㺞㺎㺻㺚㺍㺪㺽特別演習）

2 藤 村 ⣖ ᩥ 教 授

イ࣋ࣀーシࣙࣥฟᆺ研究者㣴ᡂϫ
�ᗓ大7(&�ϫ㸸研究㺶㺎㺞㺼㺎㣴ᡂ特別演習�

2 ▼ ཎ 一 教 授
ᆅᇦ・産業≌ᘬ
ᆺ研究ࣜーࢲー
㣴ᡂࣛࢢࣟࣉム

（注） 修得した単位は、修了資格所要単位数には算ධし࡞い。

Ꮫ㝔ඹ㏻ᩍ⫱⛉┠

週授業時間数 単

前　期 後　期
位
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公立大学法人大阪府立大学の学術研究に係る行動規範 

 

 

学術研究は、合理的、実証的に真理を探究する人間理性の営みであり、その達成である知識体系

は人類が暗愚と迷妄を廃して、自由と進歩を拡大し、世界の平和と地球環境の保全をつくりだすう

えで不可欠な共有資産である。過去の知的達成を踏まえて現在の課題に取り組み、未来の知識を創

生するという学術研究の行為に終わりはない。ふりかえれば先人による知的達成は、ただ受容され

てきたわけではなく、常に批判的な理性による検証を受けて新しくされてきた。だからこそ、すぐ

れて批判的な営みである学術研究にとって自由の重要性が広く認識されている。 

 

自由な学術研究を、単なる好奇の追究から区別するものは、学術研究の歴史性、社会性について

の認識と、学術研究に携わる研究者に対する社会的な信頼と負託に応える責任の自覚である。した

がって、研究者は学術研究を進めるうえで、そうした認識と自覚に立ち、偏りのない澄明で厳正な

倫理的公正をもって判断し、行動することが求められる。研究者の判断と行動が学術研究の発展に

寄与し、人類の知的領野の拡大に貢献するには、研究の成果を公開して社会に対する説明責任を果

たし、研究が公正に行われていることを示さなければならない。それなしには学術研究の高い質は

保証されない。 

 

学術研究にとって重要な倫理的公正は、ただ研究者個人の責任において実現されるものではない。

学術研究のための専門的機関である大学や高等専門学校もまた、研究の公正を実現する責任を有す

る。とりわけ大阪府立大学及び大阪府立大学工業高等専門学校を運営する公立大学法人大阪府立大

学（以下「法人」という。）は、大阪府費である運営費交付金、国等からの外部研究資金等によって

支えられていることから、その責任は特段に重い。こうした認識に立って、法人において学術研究

に携わる研究者の判断と行動を律し、研究の公正を実現するうえで遵守すべき行動規範をここに定

めるものである。 

 

なお、この行動規範に言う研究者とは、学生を含めて、法人において研究活動に携わるすべての

者を指す。 

 

 

 

「公立大学法人大阪府立大学の学術研究に係る行動規範」の全文は、以下ＵＲＬを参照のこと。 

http://www.osakafu-u.ac.jp/info/idea/code_conduct.html 
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